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２
．と
も
に
学
び
働
き
、
暮
ら
し
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

１
．未
来
へ
の
希
望
に
も
え
る
ま
ち
づ
く
り

❶
住
ん
で
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り

▼
定
住
対
策　
「
丸
の
内
プ
ラ
チ

ナ
大
学
八
幡
平
分
校
」や
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
者
に
向
け
た
訪
問
ツ

ア
ー
の
実
施
、
お
試
し
居
住
を
継

続
す
る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た

移
住
者
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
29
年
度

で
任
期
満
了
と
な
る
隊
員
１
人
の

定
住
・
定
着
に
向
け
た
起
業
支
援

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
隊

員
の
熱
意
と
経
験
を
生
か
し
た
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

❷
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り

▼
保
育　
私
立
保
育
園
の
保
育
士

採
用
を
促
進
す
る
た
め
、
宿
舎
の

借
り
上
げ
や
奨
学
金
の
返
還
を
支

援
し
ま
す
。
松
野
保
育
所
と
寄
木

保
育
所
の
統
合
・
新
築
は
、
検
討

結
果
を
踏
ま
え
て
設
計
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

▼
出
産
記
念
品　
子
ど
も
の
出

し
ゅ
っ
し
ょ
う

生

に
対
し
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
安

比
塗
の
子
ど
も
用
ス
プ
ー
ン
を
贈

呈
し
ま
す
。

❶
産
業
基
盤
と
し
て
持
続
す
る
農

業
の
推
進

▼
米
の
作
付
け
振
興　
国
の
方
針

を
注
視
し
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
売
れ
る
コ
メ
作
り
と
併

せ
て
、
飼
料
用
米
や
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
を
促
し
、
農
家
の
所
得

向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
農
地
の
集
積　
農
業
委
員
や
本

年
度
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
協
力
し
、農
地

の
集
積
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
支
援　
民
間
の
大

手
人
材
派
遣
会
社
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
市

の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
新
規
就
農
者
の
掘
り

起
こ
し
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
担
い
手
育
成　
国
や
県
の
事
業

の
ほ
か
、市
単
独
事
業
の「
農み

の
りの

大

地
担
い
手
育
成
支
援
事
業
」に
よ

り
、
担
い
手
の
農
業
用
機
械
や
施

設
整
備
費
の
一
部
を
引
き
続
き
助

成
し
て
い
き
ま
す
。

▼
園
芸
振
興　
市
や
Ｊ
Ａ
新
い
わ

て
が
推
進
す
る
リ
ン
ド
ウ
や
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ニ
ン
ニ

ク
の
生
産
規
模
維
持
・
拡
大
の
た

め
の
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
花
き
振
興　
盆
向
け
、秋
彼
岸
向

け
の
リ
ン
ド
ウ
各
１
品
種
の
登
録

申
請
を
予
定
し
て
お
り
、今
後
も
品

種
開
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ

新
い
わ
て
八
幡
平
花か

き卉
生
産
部
会

が
目
指
す
販
売
額
15
億
円
達
成
に

向
け
て
、安
代
り
ん
ど
う
品
種
海
外

活
用
事
業
を
実
施
し
、ブ
ラ
ン
ド
化

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

▼
農
業
農
村
整
備　
後
藤
川
地
区

の
早
期
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
安
代
地
区
の
圃
場
整
備
事
業

化
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
畜
産
振
興　
生
産
基
盤
を
強
化

す
る
た
め
、繁
殖
・
育
成
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

事
業
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。八

幡
平
牛
の
生
産
に
つ
い
て
は
、和
牛

子
牛
の
高
騰
状
況
が
、そ
の
生
産
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、肥
育
素
牛

導
入
に
対
す
る
事
業
を
見
直
し
、引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

❷
お
も
て
な
し
の
観
光
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加

▼
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園　
昨

年
度
か
ら
十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
０
に
基
づ
き
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
環

境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
観
光
振
興
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
八
幡
平
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
子
育
て
支
援
、
定
住
・
移
住
の
促
進
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
に
、

２
つ
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
農
と
輝
の
大
地
」の
実
現
に
向
け
、
農
林
業
・
観
光
な
ど
の
産

業
振
興
を
図
り
、
地
域
経
済
の
発
展
に
よ
る
就
業
人
口
の
定
着
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
５
つ
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

宿
泊
・
体
験
事
業
者
と
連
携
し
、

観
光
誘
客
に
務
め
ま
す
。

▼
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）　
外
国
人
旅
行
者
の

誘
客
は
近
年
増
加
し
て
お
り
、
引

き
続
き
タ
イ
王
国
・
台
湾
を
中
心

と
し
た
ア
ジ
ア
地
域
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
誘
客
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
合
宿
招
致　
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
合
宿
を
起
点
と

し
た
合
宿
誘
致
や
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

据
え
た
観
戦
ツ
ア
ー
、キ
ャ
ン
プ
地

と
し
て
の
合
宿
招
致
な
ど
に
取
り

の
拡
大
を
目
指
し
、中
渡
工
場
適
地

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
起
業
支
援　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
活
用
支
援
補
助
金
を
創

設
し
、創
業
者
や
中
小
企
業
を
支
援

し
ま
す
。ま
た
、貸
し
工
場
へ
の
入

居
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▼
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
今

年
の
１
月
に
２
社
が
企
業
立
地
協

定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
全
国
か
ら
若
者
を
集
め
、
技

術
講
習
の
実
施
や
起
業
家
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
起
業
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

▼
安
比
塗　
経
営
能
力
を
備
え
た

担
い
手
の
育
成
や
、
安
比
塗
企
業

組
合
と
連
携
し
て
、
販
路
拡
大
に

努
め
ま
す
。

❹
商
業
の
拠
点
づ
く
り
と
買
い
物

支
援

▼
商
業
振
興　
大
更
駅
前
線
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
商
店
街
形
成
の
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
大

更
駅
前
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❺
山
林
の
保
全
と
林
業
の
活
性
化

▼
林
業
振
興　
林
業
新
規
就
労
者

対
策
事
業
を
継
続
し
、
林
業
の
担

い
手
の
確
保
を
、
引
き
続
き
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
20
日
ま

で
、
市
議
会
議
事
堂
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
︒
議
会
初
日
に
は
、
田
村

正
彦
市
長
が
30
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
︒
そ
の
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
︒

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

な
ど
、
多
く
の
施
策
の
充
実
・

強
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
を

重
ね「
農み

の
りと

輝ひ
か
りの

大
地　
八
幡

平
市
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
30
年
度
は
、
第
２
次
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
の
中
間
年

で
も
あ
る
３
年
目
の
年
で
す
。

施
策
の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、

計
画
に
掲
げ
る
政
策
・
施
策
を

着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
必
要
な
未
来
へ
の
投

資
を
勇
気
を
持
っ
て
実
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
市
政
運

営
に
全
身
全
霊
を
注
ぎ
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
下
、
30
年
度
の
主
な
施
策

と
主
要
事
業
の
概
要
を
第
２
次

市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ

る
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
強
豪
チ
ー
ム
の
合
宿
誘

致
に
、
今
年
2
月
に
は
、
平

ピ
ョ
ン

昌チ
ャ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ジ
ャ
ン
プ
競

技
に
本
市
出
身
の
小
林
潤
志

郎
・
陵り

ょ
う
ゆ
う侑
兄
弟
が
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
に
永
井
秀

昭
選
手
が
出
場
す
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
私
自
身
、
市
民
と
共

に
現
地
で
応
援
し
、
改
め
て
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

一
丸
と
な
り
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か

い
ご
支
援
と
ご
支
持
を
賜
り
、

４
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

３
期
１２
年
は
、
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
と
観
光
の
振
興
、
将
来

平成30年度施政方針

地域資源を生かし
しあわせ感じる施策を展開
平成30年市議会第１回定例会 施政方針　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
観
光
振
興　
地
熱
発
電
所
が
新

た
に
建
設
さ
れ
る
御
在
所
エ
リ
ア

の
観
光
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、ア

ウ
ト
ド
ア
や
食
文
化
、馬
事
文
化
な

ど
、本
市
な
ら
で
は
の
観
光
・
体
験

の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
行
い
、誘

客
促
進
に
努
め
ま
す
。

▼
八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
の
整
備　

31
年
度
完
了
に
向
け
て
引
き
続
き

引
湯
管
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❸
地
元
企
業
の
発
展
と
企
業
誘
致

の
推
進

▼
工
業
振
興　
企
業
立
地
促
進
事

業
費
補
助
金
の
要
件
を
緩
和
す
る

ほ
か
、新
規
立
地
に
よ
る
地
元
雇
用

ふるさと応援寄付金の業務に携わる元
地域おこし協力隊員の菊池光洋さん

ニッコウキスゲなどが咲く八幡沼

▼
八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ　
観
光
庁

へ
登
録
候
補
法
人
の
申
請
を
行

い
、
本
年
度
早
期
に
株
式
会
社
八

幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
ま
す
。
よ

り
一
層
の
観
光
施
策
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
各
観
光
事
業
所
や

安比塗の子ども用スプーン
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❶
心
も
体
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

▼
健
康
推
進　
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る「
第
３
次
健
康
づ
く
り
21

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

▼
生
活
習
慣
病
予
防
健
診　
引
き

続
き
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
健
診
後
の
指
導
に
も

重
点
を
置
き
、
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
予
防
接
種　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成
を
小
・
中
学
生

ま
で
実
施
し
、
疾
病
予
防
の
徹
底

と
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

❷
元
気
に
長
生
き
高
齢
社
会
の
実

現▼
高
齢
者
福
祉　
「
高
齢
者
福
祉

計
画
」を
策
定
し
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
て
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
深
化
と
推
進

に
努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
の
温

泉
館
利
用
を
支
援
し
、健
康
の
増
進

と
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

❸
地
域
を
見
守
る
福
祉
の
推
進

▼
生
活
保
護　
適
切
な
保
護
の
実

施
と
と
も
に
、
受
給
者
の
就
労
支

援
や
自
立
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

❹
安
心
で
き
る
医
療
の
充
実

▼
国
民
健
康
保
険　
本
年
度
か
ら

県
が
財
政
運
営
の
責
任
者
と
な
る

出
場
す
る
選
手
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
共
和

国
選
手
団
を
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

在
ル
ワ
ン
ダ
日
本
大
使
館
と
連
携

し
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
活
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た

め
、
７
つ
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
運
営
の
確
保
な

ど
、制
度
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

▼
西
根
病
院
の
運
営　
本
年
度
か

ら
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
へ

移
行
し
ま
す
。病
院
事
業
管
理
者
の

も
と
で
、安
定
し
た
経
営
を
維
持
し

な
が
ら
、多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

▼
西
根
病
院
の
移
転
新
築　
本
年

度
か
ら
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

32
年
度
診
療
開
始
に
向
け
て
、事
業

の
計
画
的
な
進
捗
に
努
め
ま
す
。

❺
地
域
に
根
差
し
た
教
育
の
充
実

▼
教
育
研
究
所　
教
職
員
の「
研

究
と
修
養
」の
充
実
を
図
り
、新
教

育
課
程
に
向
け
た
先
進
的
な
実
践

研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
教
育
振
興
運
動　
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
」を
目
指
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
導
入
促

進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

❻
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
学
習
機

会
の
充
実

▼
生
涯
学
習　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

▼
芸
術
文
化
振
興　
市
内
外
の
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
民
の
芸

術
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
芸
術
活
動
団

体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
西
根
地

４
．自
然
を
は
ぐ
く
み
、
景
観
に
す
ぐ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
の
風
光
明め

い
び媚

な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
自
然
を
愛
し
、
守

る
豊
か
な
心
が
培
わ
れ
た
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
２
つ
の
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

❶
自
然
環
境
、
生
活
環
境
の
保
全

▼
環
境
衛
生　
環
境
基
本
計
画
後

期
行
動
計
画
を
推
進
し
、
市
民
の

安
心
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
29
年
度
に

策
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー　
２９
年
度
か
ら

３０
年
度
に
か
け
て
施
設
延
命
化
の

た
め
の
基
幹
的
設
備
改
修
工
事
を

行
い
、
安
全
な
運
転
管
理
に
努
め

ま
す
。

❷
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
31
年

3
月
か
ら
岩
手
地
熱
株
式
会
社
が

御
在
所
地
区
で
地
熱
発
電
所
の
運

転
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。市
が

取
り
組
む
八
幡
平
温
泉
郷
な
ど
で

の
熱
水
利
用
や
小
水
力
発
電
、公
共

施
設
で
の
地
中
熱
、木
質
バ
イ
オ
マ

ス
、
雪
氷
熱
利
用
な
ど
と
合
わ
せ

て
、多
様
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
事
例
を
見
学
で
き
る
ツ
ア
ー
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た「
市
地
熱
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、

地
熱
利
用
の
勉
強
会
や
、
高
校
生

な
ど
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
共
同
の
事

務
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

❼
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼
体
育
振
興　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
報

償
金
交
付
制
度
を
創
設
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

３
．心
身
と
も
に
健
康
で
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
各

地
区
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
移
行
し
て
４
年
が
経
過

し
、
地
域
活
動
や
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
・
発
展
の

た
め
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

ど
、
寄
付
の
継
続
や
寄
付
者
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
公
共
施
設
の
管
理　
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、

適
切
な
施
設
の
維
持
管
理
や
利
活

用
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
計
画
的
な
処
分
と
し
て
、
旧
松

尾
総
合
支
所
を
３０
年
度
に
解
体
す

る
予
定
で
す
。

▼
協
働
に
よ
る
行
政
経
営　
「
市

行
政
経
営
改
革
方
針
」に
基
づ

き
、
各
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
歳

出
の
削
減
を
図
り
つ
つ
、
職
員
一

人
一
人
の
経
営
意
識
を
高
め
、
持

続
可
能
な
行
政
経
営
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
提

言
を
受
け
な
が
ら
、
市
民
協
働
に

よ
る
開
か
れ
た
行
政
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

屋
根
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
地
域
公
共
交
通　
市
民
が
気
軽

に
移
動
で
き
る
総
合
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
や
、
地
域
内
幹
線
交
通
の
試

験
運
行
を
検
討
し
ま
す
。

▼
道
路
整
備　
大
更
駅
周
辺
環
境

整
備
事
業
に
係
る
市
道
大
更
中
央

線
な
ど
の
整
備
を
継
続
し
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
道
鴨
志
田
線
の

測
量
設
計
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
用
地
取
得
に
着
手
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
道
新
時
森
線
整

備
な
ど
の
用
地
取
得
に
着
手
し
、

工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
道
路
維
持　
橋
の
長
寿
命
化
対

策
と
し
て
点
検
結
果
に
基
づ
き
補

修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
要

望
の
多
い
生
活
道
路
の
補
修
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
除
雪
対
策　
冬
期
間
の
安
全
な

交
通
確
保
の
た
め
、
グ
レ
ー
ダ
ー

除
雪
車
を
購
入
し
、
各
地
区
の
実

情
に
応
じ
た
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

配
水
池
を
統
合
し
、
配
水
連
絡
管

敷
設
工
事
を
行
い
、
安
定
し
た
水

道
供
給
に
努
め
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業　
公
共
下
水
道
事

業
の
西
根
処
理
区
管か

ん
き
ょ渠

整
備
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
農

業
集
落
排
水
施
設
の
延
命
化
お
よ

び
機
能
修
繕
の
た
め
、
細
野
地
区

農
業
集
落
排
水
施
設
の
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

５
．ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
、人
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

地
域
と
行
政
が
相
互
に
協
力
・
協
調
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

引
き
続
き
進
め
、
地
域
に
住
む
住
民
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
と
行
政
経
営
の
方
針

　
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
に
向
け
た
各
種
施
策
の
ほ
か
、
社
会

基
盤
・
生
活
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
や
広
域

連
携
に
よ
る
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
交
通
安
全　
今
年
は
す
で
に
３

件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金　
市
内

生
産
者
や
事
業
者
と
寄
付
者
が
交

流
で
き
る
ツ
ア
ー
や
、
寄
付
金
の

使
い
み
ち
な
ど
の
報
告
、
寄
付
者

向
け
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

▼
都
市
計
画　
大
更
駅
前
線
沿
道

整
備
土
地
区
画
整
理
事
業
や
大
更

駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

▼
市
営
住
宅　
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
良
好
な
居
住
環
境
確
保

の
た
め
、
市
営
時
森
住
宅
２
棟
の

寺田喜劇団公演「ケッサク〝仕事人〟
主水鰻を喰う」（寺田コミセンまつり）

▼
水
道
事
業　
新
小
屋
の
沢
配
水

池
の
完
成
に
と
も
な
い
、
小
規
模

平成30年度施政方針

市役所で行われた総合検診

▼
働
き
盛
り
世
代
寝
た
き
り
防
止　

脳
ド
ッ
ク
受
診
対
象
者
へ
の
助
成

や
、
30
歳
か
ら
39
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
基
本
健
康

▼
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り　
地

域
防
災
の
中
心
と
な
る
消
防
団
や

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

指
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

図
り
ま
す
。

▼
空
家
等
対
策　
「
市
空
家
等
対

策
計
画
」に
基
づ
き
、空
き
家
な
ど

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

昨年度に導入したロータリー除雪車

細野地区農業集落排水施設
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会 計 別 30年度当初予算 29年度当初予算

一 般 会 計 220億3,300万円 196億2,500万円

特

別

会

計

国民健康保険
（事業勘定） 30億8,276万円 39億7,222万円

後期高齢者医療 2億6,882万円 2億5,681万円

国民健康保険
（診療施設勘定） 2億4,000万円 2億8,764万円

公共下水道事業 9億5,613万円 5億8,626万円

農業集落排水事業 6億4,473万円 6億4,389万円

浄化槽事業 8,004万円 7,998万円

企

業

会

計

水
道
事
業

収益的収入 6億1,260万円 6億2,487万円

収益的支出 6億  459万円 6億1,709万円

資本的収入 2億5,784万円 2億7,247万円

資本的支出 4億5,744万円 4億8,655万円

西
根
病
院
事
業

収益的収入 8億6,810万円 8億5,573万円

収益的支出 9億  286万円 8億7,647万円

資本的収入 8億7,628万円 1億2,998万円

資本的支出 10億3,772万円 1億4,080万円

　平成30年度の予算が、市議会第１回定例会最終日の３月20日に可決されました。一般会計の予算総額は、29年度予算
と比較し、24億800万円（12.3％）増の220億3,300万円です。今号では30年度一般会計予算の概要を紹介します。

◎問い合わせ先　市役所企画財政課財政係（☎・内線１２０5）

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出

の
内
訳
を
上
段
の
円
グ
ラ
フ
に
、
会
計
別
の

予
算
額
を
次
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
示
し
ま
す
。

　
歳
入
・
歳
出
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
最
も
多
く
を
占
め
る

の
が
、地
方
交
付
税
の
77
億
円（
構
成
比
34
・

９
％
）で
す
。

　
自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
の

が
市
税
で
、市
民
税
個
人
分
の
増
を
見
込
み
、

29
億
６
８
７
６
万
円（
13
・
５
％
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
自
主
財
源
５
億

１
２
１
７
万
円（
２
・
３
％
）の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
増
を
期
待
し
て
２
億
円（
０
・
９
％
）を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
増
減

が
あ
っ
た
科
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
事

務
代
行
業
務
委
託
料
、
旧
松
尾
総
合
支
所
の

解
体
工
事
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
３
億
７
２

６
６
万
円（
16
・
６
％
）増
の
26
億
１
６
０
５

万
円
。
衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却

施
設
の
延
命
化
工
事
費
、
新
西
根
病
院
の
建

設
等
に
伴
う
出
資
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
18

億
４
９
４
５
万
円（
１
１
０
・
６
％
）増
の
35

億
２
１
１
１
万
円
。
商
工
費
は
、
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
の

施
設
整
備
工
事
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
６
億

２
１
７
２
万
円（
73
・
４
％
）増
の
14
億
６
８

７
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、土
木
費
は
、都
市
計
画
道
路
大
更
駅

前
線
の
整
備
な
ど
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
が
、町
裏
住
宅
の
建
設
工
事
費
の
減

な
ど
に
よ
り
、
３
億
９
３
０
６
万
円（
15
・

９
％
）減
の
20
億
８
５
５
９
万
円
。教
育
費
は
、

田
山
ス
キ
ー
場
用
地
の
取
得
費
の
減
な
ど
に

よ
り
、１
億
３
５
８
６
万
円（
９
・
４
％
）減
の

13
億
２
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
債
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
が
赤
字
と
な
る
見
通
し
で
す
。
実
質
公
債

費
比
率
は
、
28
年
度
決
算
で
10
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
起
債
に
県
知
事
の
許
可
が
必

要
と
な
る
基
準（
18
％
）を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
財
政
指
標
を
注
視
し
な
が

ら
、
将
来
負
担
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
計

画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
用
語
解
説

▼
一
般
会
計
＝
市
税
や
地
方
交
付
税
を
主
な
財

源
と
し
て
、
道
路
や
水
路
の
整
備
、
福
祉
や
教

育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
や
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
の
会
計
。
そ
の
ほ
か
に
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
特
定
事
業
を
行
う
た
め
の
特
別

会
計
や
公
営
企
業
が
行
う
企
業
会
計（
水
道
事

業
、
西
根
病
院
事
業
）が
あ
り
ま
す
。

▼
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
基
礎
的
財
政
収

支
。
地
方
債
発
行
を
除
く
税
収
な
ど
の
正
味
の

歳
入
と
公
債
費（
元
金
償
還
額
分
の
み
）を
除
く

歳
出
と
の
収
支

▼
実
質
公
債
費
比
率
＝
地
方
債
の
償
還
金
を
標

準
財
政
規
模
で
割
っ
た
も
の
で
、
通
常
過
去
３

年
間
の
平
均
値
を
と
り
ま
す
。

事業名 内容【予算額（千円未満を四捨五入）】

一般事務的経費
（職員旅費）

みずほ情報総研㈱と共同で、栽培可能性調査を
行ってきたルワンダ共和国のリンドウ初出荷
式への出席に係る旅費【89万円】

公有財産管理事業
（工事請負費） 旧松尾総合支所解体工事【３億3,790万円】

庁舎管理費
（工事請負費） 安代総合支所駐車場舗装補修工事【1,935万円】

総合収納システム
導入業務

市税などの納入先の多様化（ゆうちょ銀行）へ
の対応および収納事務の合理化を図る【1,938
万円】

防犯灯台帳作成業
務

市管理の防犯灯（約1,000灯）の現地調査を行
い、位置のＧＩＳデータを作成【582万円】

出生記念品 市の宝である子どもの出生を祝い、安比塗の
「こども用スプーン」を贈る【45万円】

結婚新生活支援事
業費補助金

結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世
帯に対し、新生活にかかる引っ越しや家賃など
の費用（最大30万円まで）を支援【720万円】

地域敬老会開催モ
デル事業費補助金

地域団体が自主開催する敬老事業に対し補助
【7万円】

保育対策総合支援
事業費補助金（※
拡充）

保育士の採用を促進するため、宿舎の借り上げ
および奨学金の返還について支援を行う（※対
前年度比228万円の増額）【552万円】

統合保育所設計業
務

松野保育所と寄木保育所を統合し、移転新築する
ための、設計・地質調査業務を実施【5,199万円】

ブランド牛地域一
貫生産緊急導入奨
励事業費補助金
（※拡充）

八幡平牛の生産に支障をきたさないよう、肥育
素牛導入事業の補助単価を増額（※対前年度比
80万円の増額）【455万円】

繁殖・育成センタ
ー整備事業

酪農・肉牛の生産基盤を強化するため、繁殖・
育成センターを整備【34万円】

大更駅前顔づくり
施設等建設概略設
計業務

大更駅前顔づくり施設などの概略設計を実施
【324万円】

観光振興対策事業

株式会社八幡平ＤＭＯへ八幡平市版ＤＭＯの
運営委託。観光客動向動態・消費実態等調査お
よび商品造成戦略立案業務の実施。二次・三次
交通実態調査・実証試験、自然散策バス多言語
案内化およびシェアサイクルモデル事業実証
業務の実施【１億1,580万円】

中渡工場適地整備
事業

用地取得および整備を実施（平成30～31年度
の２カ年事業）【4,675万円】

クラウドファンデ
ィング活用支援補
助金

クラウドファンディングを活用して新たな事業
を行う者に対し、ファンドの組成に要する手数
料の２分の１（上限500千円）を補助【150万円】

市道等整備事業

大更駅西口駅前広場整備、山子沢線・大更中央
線・大更駅東線・植立水沢線外１・松森山後
谷地線・鴨志田線外・森合線外・十二林線外・
中村線の整備、畑スマートインターチェンジ整
備可能性調査業務【３億9,500万円】

岩手県立平舘高等
学校教育振興会補
助金（※拡充）

進路指導事業（夏季休業中に国公立大学進学希
望者に対し、予備校講師による特別課外授業を
実施）に対する支援（※対前年度比27万円の増
額）【427万円】

コミュニティ・ス
クール導入等促進
事業

「地域とともにある学校づくり」を推進するコ
ミュニティ・スクールを市内全小・中学校へ導
入するにあたりモデル校（２校）を選定し、推進
体制を構築【98万円】

スポーツ大会出場
選手報償金

オリンピック競技大会またはパラリンピック
競技大会に選手として参加した個人に対し、報
奨金を交付【150万円】

30年度新規事業の主な内容

歳入のおおまかな内容
▶市税＝市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、

入湯税
▶繰入金＝積立金の取り崩しや、ある会計から別な会計に

繰り入れるお金
▶地方交付税＝所得税など国税から財政状況に応じて交

付されるお金
▶市債＝建設事業などを行うために市が借りるお金
▶国庫（県）支出金＝特定の行政目的を達成するため、その

経費に充てることを条件に国（県）から交付されるお金

歳出のおおまかな内容
▶議会費＝市議会の運営のために使うお金
▶総務費＝行政全般の事務に関する経費、財産管理などに

使うお金
▶民生費＝障がいのある人や高齢者の支援、子育て支援や

生活保護などに使うお金
▶衛生費＝予防接種、健康診断、ごみ処理などに使うお金
▶労働費＝雇用確保のための作業員賃金や委託費用など
▶農林水産費＝農業や林業振興などに使うお金
▶商工費＝商工業の振興や観光イベントなどに使うお金
▶土木費＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使うお金
▶消防費＝消防署の経費の負担や消防団員の報酬、防災行

政無線の整備などに使うお金
▶教育費＝小・中学生などの教育のために使うお金
▶災害復旧費＝公共土木施設（河川や道路など）が被災し

た場合、従前の機能を回復するために使うお金
▶公債費＝市債（借入金）を返済するために支払うお金

平成30年度と29年度の市当初予算
（会計別総額、１万円未満四捨五入）

議会費
1億7,994万円
(0.8％） 

議会費
1億7,994万円
(0.8％） 

総務費
26億1,605万円
(11.9％） 

総務費
26億1,605万円
(11.9％） 

民生費
49億3,691万円
（22.4％） 

民生費
49億3,691万円
（22.4％） 

衛生費
35億2,111万円
(16.0％） 

衛生費
35億2,111万円
(16.0％） 

労働費
37万円
労働費
37万円

農林水産業費
15億8,042万円
(7.2％） 

農林水産業費
15億8,042万円
(7.2％） 

商工費
14億6,875万円
(6.7％） 

商工費
14億6,875万円
(6.7％） 

土木費
20億8,559万円
(9.5％） 

土木費
20億8,559万円
(9.5％） 

消防費
13億6,418万円
(6.2％） 

消防費
13億6,418万円
(6.2％） 

教育費
13億204万円
(5.9％） 

教育費
13億204万円
(5.9％） 

災害復旧費
170万円
災害復旧費
170万円

公債費
29億4,594万円
（13.4％） 

公債費
29億4,594万円
（13.4％） 

予備費
3,000万円
(0.1％） 

予備費
3,000万円
(0.1％） 

歳出総額
220億3,300万円

市税
29億6,876万円
(13.5％）

市税
29億6,876万円
(13.5％）

繰入金
24億2,073万円
(11.0％）

繰入金
24億2,073万円
(11.0％）

諸収入
4億2,882万円
(1.9％）

諸収入
4億2,882万円
(1.9％）

その他の自主財源
5億1,217万円
(2.3％）

その他の自主財源
5億1,217万円
(2.3％）

地方交付税
77億円
(34.9％）

地方交付税
77億円
(34.9％）

市債
36億8,600万円
(16.7％）

市債
36億8,600万円
(16.7％）

国庫支出金
22億381万円
(10.0％）

国庫支出金
22億381万円
(10.0％）

県支出金
12億8,638万円
(5.8％）

県支出金
12億8,638万円
(5.8％）

その他の依存財源
8億2,633万円
(3.8％）

その他の依存財源
8億2,633万円
(3.8％）

歳入総額
220億3,300万円

自主財源
(28.7％）
自主財源
(28.7％）

依存財源
(71.3％）
依存財源
(71.3％）

【歳入】【歳出】

※予算額は１万円未満を、割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。また、
歳出の労働費と災害復旧費は、割合が0.1％未満となるため、割合の表記を省略しています。

平成30年度の
一般会計予算は 220億3,300万円
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「
忙
し
く
て
健
診
に
行
く
時
間

な
ん
か
取
れ
な
い
か
ら
無
理
」「
病

気
に
か
か
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、

私
は
大
丈
夫
！
」な
ど
、
健
診（
検

診
）や
健
康
管
理
を
後
回
し
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
健
康
に
自
信
が

あ
る
人
ほ
ど
、
体
の
不
調
や
変
化

を
見
逃
し
が
ち
で
す
。

　
健
診（
検
診
）は
、
自
覚
症
状
の

無
い
ま
ま
進
行
す
る
生
活
習
慣
病

を
未
然
に
防
い
だ
り
、
病
気
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
っ
た
り
と
、
目

に
見
え
な
い
自
分
の
体
の
中
の
状

態
を
知
り
、
そ
の
結
果
を
健
康
管

理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
っ
た
年
１
回
の
健
診（
検

診
）。少
し
だ
け
時
間
を
割
い
て
、

自
分
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
知
っ
て
る
？

　
市
の
が
ん
検
診
受
診
率

　
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
、
毎

年
ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
り
、

平
成
29
年
度
の
各
が
ん
検
診
受
診

率
は
26
・
２
～
38
・
３
㌫
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
１
位
で

も
あ
る「
が
ん
」。
日
本
で
は
２
人

に
１
人
が
が
ん
に
な
り
、
３
人
に

１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
出
た

健診（検診）の種類 対 象 者 検 査 内 容
特定健診 40歳から74歳までの市国保加入者 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、眼底検

査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査など国保30代健診 30歳から39歳までの市国保加入者
長寿健診 75歳以上 血圧、尿検査、血液検査など

骨粗しょう症検診 20、 25、 30、 35、 40、 45、 50、 55、
60、 65、 70歳の女性

かかとの骨密度を調べます
※骨粗しょう症治療中の方は受けられません。

肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことが
ない方 血液検査

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査
※前立腺疾患治療中の方は受けられません。

肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン検査

胃がん検診 40歳以上 胃部エックス線検査
（バリウムを飲み、胃内部をエックス線で撮影）

大腸がん検診 35歳以上 便潜血検査
（専用の容器に2日分採取して提出する検査）

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢に該当する女性 マンモグラフィ（乳房エックス線検査）
子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

※特定健診、国保30代健診は、平成 31年3月31日時点の年齢、長寿健診は健診受診日の年齢、がん検診などは、30年4月
1日時点の年齢となります。
※大腸がん検診を受ける際には、次の配布場所から専用容器を事前に受け取り、採便をして、検診日に持参してください。

《配布場所》健康福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所、各コミュニティセンター（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

頃
に
は
進
行
し
て
い
る
場
合
が
多

い
た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は

　
健
診
後
の
取
り
組
み
が
大
切

　
メ
タ
ボ
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
発
見
で
き
る
健
診

は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
自

分
の
体
の
状
態
を
健
診
で
把
握
し

た
後
の
取
り
組
み
は
、
も
っ
と
大

切
で
す
。

　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人

は
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
な
ど

の
専
門
家
か
ら
、
生
活
習
慣
改
善

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー

ト
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
特
定
保

健
指
導（
3
・
3
ス
ク
ー
ル
※
）に

よ
り
、
継
続
し
た
健
康
管
理
が
可

能
で
す
。

　
ま
た
、
健
診
結
果
に
問
題
が
な

か
っ
た
人
も
、
経
年
で
受
診
す
る

こ
と
で
、
体
の
変
化
が
分
か
る
た

め
、
未
来
の
健
康
を
維
持
・
増
進

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
体
だ
け

で
な
く
、
長
期
的
な
治
療
や
リ
ハ

ビ
リ
に
か
か
る
医
療
費
の
負
担
も

軽
く
で
き
ま
す
。

　
※
3
・
3
ス
ク
ー
ル
と
は
、
６

カ
月
間
で
腹
囲
３
㌢
、
体
重
３
㌔

の
減
を
目
的
に
、
市
が
開
催
す
る

特
定
保
健
指
導
教
室
で
す
。

🅠
検
診
を
受
け
た
理
由
は
？

🅐
今
年
度
初
め
て
検
診
対
象
と
な

り
、案
内
が
届
き
ま
し
た
。「
大
丈

夫
、自
分
に
は
関
係
な
い
は
ず
」と

思
い
つ
つ
も
、
受
け
て
お
け
ば
安

心
か
な
と
軽
い
気
持
ち
で
受
け
ま

し
た
。

🅠
検
診
を
受
け
る
際
に
、
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

🅐
職
場
の
先
輩
に
検
診
の
話
を
聞

い
て
い
た
の
で
、
不
安
は
な
か
っ

た
で
す
。

🅠
検
診
の
感
想
は
？

🅐
検
診
は
時
間
も
か
か
ら
ず
、
こ

ん
な
に
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

🅠
検
診
を
受
け
る
か
迷
っ
て
い
る

人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

🅐
検
診
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
い
ろ

い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
怖
い
検
診
で
は

な
い
の
で
、
受
け
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
で
す
。

健診（検診）区分 受 付 時 間 受 診 の ポ イ ン ト

総合健診 　7：00～　9：30

特定健診、国保30代健診、長寿健
診、がん検診（肺・胃・大腸・前
立腺）、骨祖しょう症検診、肝炎
ウイルス検査
1日で全ての検査を受けることが
できます。

ミニドック健診 　7：00～　9：30

総合健診の内容に加え、子宮頸が
ん・乳がん検診も1日で受診でき
ます。
子宮頸がん・乳がん検診のみを受
けることもできます。その場合の
受け付けは午前８時からです。

午後から健診 13：30～15：00
午前中忙しい人にお勧めの健診。
胃がん検診を除く、総合健診を受
けることができます。

夕方健診 17：00～19：00
勤め帰りの人にお勧めの健診。胃
がん検診を除く、総合健診を受け
ることができます。

子宮頸がん検診
乳がん検診

検診日により
受付時間は異
なります。

午後から健診・夕方健診は、
7月9日㈪のみ実施します。
場所：市役所多目的ホール棟

29年度 市保健推進員会長
大森 修子 さん ＝秋葉＝

保健推進員も応援しています！

杣澤 瞳 さん
＝時森＝

地域の皆さんが健康になるお手
伝いができればと思い、保健推
進員一同取り組んでいます。
みんなで健診を受けましょう。

保健推進員は、地域と行政のパイプ役
を担い、健康づくりサポーターとして
健康づくり活動を推進しています。

受検票は、届いているかな。
緑色の封筒で送られるよ。

ステップ１

同封の「成人健診日程表」で
健診日を選んでね。

ステップ２

受検票と保険証を持って、
健診会場に行こう。

ステップ３

さあ、健診（検診）へ

Let's go！
VOICE

29
年
度
に
初
め
て
検
診
対
象
者
と

な
っ
て
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診

健診（検診）は
あなたや大切な家族を
守ります
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所
属

職　
　
名

氏　
　
名

地域福祉課

課
長
兼
福
祉
事
務
所
長

松　
村　
錦　
一

課
長
補
佐

金
田
一　
捷　
誠

福
祉
総
務
係
長

本
　
堂
　
清
　
寿

主
任

齊　
藤　
清　
香

主
事

阿
　
部
　
聡
　
八

生
活
保
護
係
長

伊　
藤　
信　
幸

主
任
兼
社
会
福
祉
主
事

清　
川　
智　
紀

主
事

三
　
浦
　
　
　
拓

主
事

滝
　
澤
　
知
佳
子

障
が
い
福
祉
係
長

佐
々
木
　
洋
　
美

主
事

向
久
保　
智　
彦

主
事

小　
林　
柚　
香

主
事
補

高
　
橋
　
奈
津
佳

主
任
保
健
師

渡　
辺　
夕　
夏

児
童
福
祉
係
長

遠　
藤　
　
　
悟

主
任

佐　
藤　
華　
央

主
任

高　
橋　
洋　
子

主
任

山　
本　
　
　
瞳

主
事
補【
新
採
用
】

八
　
幡
　
優
　
作

寺田保育所

所
長

鳥　
居　
和　
枝

副
所
長

畠　
山　
ひ
ろ
み

主
任
保
育
士

西　
岡　
美　
咲

主
任
保
育
士

村　
木　
明
日
香

保
育
士【
新
採
用
】

工
　
藤
　
美
　
佳

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

本　
堂　
由
紀
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田
　
村
　
真
　
紀

松野保育所

所
長

佐　
藤　
ひ
と
美

副
所
長

高　
橋　
佳　
代

副
所
長

村
　
田
　
律
　
子

主
任
保
育
士

高　
橋　
千　
春

主
任
保
育
士

川
　
田
　
真
由
美

保
育
士【
新
採
用
】

菊
　
池
　
康
　
平

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田
　
村
　
智
　
子

調
理
員
兼
用
務
員

目　
時　
史　
恵

寄　木
保育所

所
長

山
　
口
　
　
　
静

副
所
長

関
　
　
　
悦
　
子

主
任
保
育
士【
再
任
用
】

大
　
森
　
玲
　
子

主
任
保
育
士

高　
橋　
幸　
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

健　康
福祉課
課
付（
主
事
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
田　
村　
崇　
宏

課
付（
主
事
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
佐
々
木　
美　
香

農林課

課
長

高　
橋　
政　
典

課
長
補
佐

遠
　
藤
　
幸
　
宏

農
政
推
進
係
長

佐
　
藤
　
　
　
新

主
事

田
　
口
　
洋
　
二

主
事

武　
田　
孝　
紀

経
営
支
援
係
長

高
　
橋
　
　
　
潤

主
事

恩
　
賀
　
ひ
と
み

主
事

橋　
本　
拓　
也

農
村
整
備
係
長

遠
　
藤
　
　
　
満

主
事

佐
々
木　
芳　
輝

課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長

佐
々
木
　
善
　
勝

主
任

佐
々
木　
優　
聡

主
事

吉　
田　
大　
祐

林
業
係
長

齋　
藤　
啓　
志

主
任

中
軽
米　
　
　
健

花き研究
開発ｾﾝﾀｰ

所
長
兼
地
域
資
源
利
活
用
施
設
所
長

日　
影　
孝　
志

副
所
長

阿　
部　
春　
美

主
任
技
師

高　
橋　
　
　
亮

技
師

高　
村　
祐
太
郎

商工観光課

課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

小
山
田　
克　
則

課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
兼
安
代
漆
工
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
安
比
塗
漆
器
工

房
副
所
長

多　
田　
和　
雄

主
任

泉
　
山
　
美
　
穂

主
事（
名
護
市
か
ら
派
遣
）

池
　
間
　
正
　
剛

企
業
立
地
推
進
係
長

中
軽
米　
真　
人

主
任

遠　
藤　
佑　
輔

観
光
振
興
係
長

佐
々
木　
宣　
明

主
事

田
　
村
　
夏
　
海

主
事
補

八
　
角
　
　
　
寿

課
長
補
佐
兼
自
然
公
園
係
長

森　
　
　
政　
彦

主
任

高　
橋　
　
　
亮

安代漆工技術
研究センター

主
任
技
師
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
主
任
技
師

冨
士
原　
文　
隆

技
師
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
技
師【
新
採
用
】

八
　
幡
　
理
恵
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

寄　木
保育所
保
育
士

杣　
澤　
　
　
瞳

調
理
員
兼
用
務
員

田
　
口
　
志
保
子

柏台保育所

所
長

滝
　
沢
　
登
美
子

副
所
長

藤
　
井
　
聡
　
子

主
任
保
育
士

佐
々
木　
幸　
恵

保
育
士

竹
　
田
　
千
　
晶

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

小　
舘　
久
美
子

田山保育所

所
長

古　
川　
千
恵
子

副
所
長

鈴　
木　
文　
香

主
任
保
育
士

齋　
藤　
恵
理
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

盛　
内　
和　
子

健康福祉課

課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

渡　
辺　
　
　
信

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
高　
橋　
康　
幸

健
康
推
進
係
長

西　
山　
広　
美

主
事

遠
　
藤
　
真
　
理

主
任
栄
養
士
兼
地
域
福
祉
課
主
任
栄
養
士

田　
村　
直　
子

栄
養
士

田　
村　
智　
美

主
任
保
健
師

山　
本　
静　
子

保
健
師

種　
市　
恵　
美

保
健
師

伊　
藤　
千　
晶

保
健
師

米　
田　
純　
奈

保
健
師

上　
家　
果　
奈

保
健
師

小　
林　
華　
織

高
齢
福
祉
係
長

遠　
藤　
祐　
一

主
任

佐
々
木
　
晴
　
美

主
事

佐
々
木　
利　
也

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

工　
藤　
千　
歳

主
事
兼
社
会
福
祉
士

澤　
口　
　
　
藍

主
事
兼
社
会
福
祉
士

上　
山　
貴　
広

主
事【
新
採
用
】

田
　
村
　
愛
　
美

主
任
保
健
師

小　
林　
恵　
美

保
健
師

森　
　
　
由　
依

保
健
師

八　
角　
智　
美

課
付（
課
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
村　
上　
直　
樹

課
付（
課
長
補
佐
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

派
遣
）

伊　
藤　
純　
子

課
付（
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
佐
々
木　
聡　
子

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
工
　
藤
　
麻
　
衣

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

企画財政課

課
長

香　
川　
　
　
豊

課
長
補
佐

工　
藤　
紀　
之

秘
書
政
策
係
長

畠　
山　
健　
一

主
任

高　
橋　
陽　
子

主
事

伊
　
藤
　
　
　
研

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

小
野
寺　
瑞　
夫

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

伊　
藤　
正　
行

地
域
戦
略
係
長

関　
　
　
貴　
之

主
任

坂　
本　
幸　
子

主
任

佐
々
木
　
靖
　
人

主
事

工　
藤　
竜　
也

課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長

遠　
藤　
福　
子

主
任

松　
尾　
竜　
也

主
任

多　
賀　
理　
拡

財
政
係
長

渡　
辺　
　
　
修

主
任

舘
　
柳
　
竜
　
一

主
任

佐
々
木　
和　
査

総務課

課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

小
山
田　
　
　
巧

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

佐
々
木　
　
　
仁

行
政
係
長

及　
川　
隆　
二

主
任

関　
　
　
宏　
典

主
任

北　
舘　
有　
輝

主
事

鈴　
木　
里　
美

契
約
係
長

伊
　
藤
　
　
　
篤

主
任

沼　
田　
　
　
崇

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長（
併
任
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
補
佐
）

佐
　
藤
　
憲
　
一

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

税務課

課
長

田
　
村
　
泰
　
彦

課
長
補
佐

津　
島　
佐
智
幸

市
民
税
係
長

高　
橋　
百
合
子

主
任

山　
本　
大　
輔

主
任

舘　
柳　
佳　
子

主
任

畑
　
　
　
　
　
敢

主
事
補【
新
採
用
】

瀬
　
川
　
　
　
裕

資
産
税
係
長

藤
　
原
　
重
　
良

主
任

伊　
東　
光　
広

主
任

泉　
山　
竜　
一

主
任

北　
口　
拓　
也

主
事

古　
川　
裕　
太

収
納
係
長

高　
橋　
　
　
誠

主
任

種　
市　
篤　
志

主
任

高　
橋　
稔　
耶

主
事

神
　
田
　
翔
　
吾

主
事
補

森　
　
　
れ
も
ん

主
事（
岩
手
県
派
遣
）

畠
　
山
　
慎
　
吾

市民課

課
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
斎
場
長

佐
々
木　
孝　
弘

戸
籍
住
民
係
長

羽　
澤　
り
ち
子

主
査

三　
浦　
る
み
子

主
任

下　
川　
麻
季
子

主
事
補

阿　
部　
真
佑
子

主
事
補

佐　
藤　
も
も
子

環
境
企
画
係
長

工
　
藤
　
晴
　
彦

主
任

佐　
藤　
　
　
光

課
長
補
佐
兼
生
活
衛
生
係
長

高
　
橋
　
琢
　
紀

主
事

相　
馬　
大　
介

国
保
年
金
係
長

高　
橋　
繁　
範

主
任

松　
尾　
　
　
茂

主
任

土
　
村
　
　
　
岳

主
任

大　
澤　
沙　
苗

主
事
補

高
　
橋
　
美
　
香

主
事
補

黒　
田　
朔　
矢

係
長（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み・し
尿
処
理
広
域

化
推
進
協
議
会
一
部
事
務
組
合
設
立
準
備
室

派
遣
）

古
　
川
　
弥
　
忍

課
付（
主
事
級・
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）

高　
橋　
孝　
徳

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

総務課

主
任

三　
浦　
裕　
子

主
任

遠　
藤　
光　
志

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

乙
　
部
　
一
　
男

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

佐
々
木　
　
　
隆

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

工　
藤　
　
　
信

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

小　
林　
和　
博

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

高　
橋　
正　
広

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田　
村　
　
　
仁

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

遠　
藤　
公　
治

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

門　
屋　
正　
勝

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田　
村　
貴　
史

情
報
統
計
係
長

遠　
藤　
真
知
子

主
事

柳
　
澤
　
大
　
輔

主
事

伊　
藤　
真　
吾

課
付（
主
任
級・陸
前
高
田
市
派
遣
）

佐
々
木
　
　
　
隆

課
付（
主
事
級・名
護
市
派
遣
）

伊
　
藤
　
真
　
平

課
付（
主
事
級・大
槌
町
派
遣
）

田　
村　
直　
大

防災安全課

課
長

遠　
藤　
明　
広

課
長
補
佐

田　
村　
春　
彦

地
域
安
全
係
長

高　
橋　
伸　
也

主
事
補

山
　
本
　
裕
　
貴

消
防
防
災
係
長

工　
藤　
輝　
樹

主
任【
再
任
用
】

工
　
藤
　
　
　
健

主
任

田
　
村
　
修
　
一

主
事

笹　
森　
孝　
哉

地域振興課

課
長

津
志
田　
勇　
孝

課
長
補
佐

遠
　
藤
　
竹
　
弥

地
域
振
興
係
長

東　
本　
茂　
樹

主
任
兼
社
会
教
育
主
事

宮　
野　
政　
智

主
事
補【
新
採
用
】

齊
　
藤
　
翔
　
悟

生
涯
学
習
係
長

松　
村　
利　
紀

主
任

遠
　
藤
　
由
美
子

主
事

佐　
藤　
啓　
太

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長

畠　
山　
　
　
拓

主
任

伊
　
藤
　
徹
　
哉

主
任

中
軽
米　
広　
和

主
事

小　
林　
雅　
樹

【
氏
名
色
字
＝
異
動
者（
昇
任
含
む
）・
新
採
用
】

（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

市
職
員
人
事
異
動

改編内容【市民課】環境衛生係を分割し、環境企画係と生活衛生
係の２係制にします。

改編内容【農林課】農業振興支援センターの廃止に伴い、農政係と同セン
ター係の業務を農政推進係、経営支援係、農村整備係の３係に再編します。11 10No.274 ◎2018．4.12



所
属

職　
　
名

氏　
　
名

西根病院

看
護
副
主
任

畑　
山　
る
み
子

看
護
副
主
任

高　
橋　
玲　
子

看
護
副
主
任

森
　
　
　
和
　
江

看
護
副
主
任

高　
橋　
由
美
子

看
護
副
主
任

工　
藤　
惠
美
子

看
護
副
主
任

宮　
野　
　
　
薫

看
護
副
主
任

本　
堂　
由
賀
子

看
護
副
主
任

高　
橋　
美　
香

看
護
副
主
任

工　
藤　
克　
江

看
護
師

高　
橋　
美　
樹

看
護
師

小　
島　
節　
子

看
護
師

高　
橋　
美
代
子

看
護
師

高　
橋　
ひ
と
み

看
護
師

高　
村　
亜
寿
香

看
護
師

佐
々
木　
里　
美

看
護
師

高　
田　
沙　
織

看
護
師

遠　
藤　
由
果
里

看
護
師

斎　
藤　
明　
子

看
護
師

田　
村　
真　
弓

看
護
師

田　
村　
望　
美

看
護
師【
新
採
用
】

澤
　
尻
　
将
　
人

主
任
兼
社
会
福
祉
士

武　
内　
　
　
晶

事
務
局
長

遠　
藤　
俊　
彦

事
務
局
長
補
佐
兼
医
療
係
長

小
笠
原　
文　
彦

主
任

田
　
村
　
　
　
大

主
事

佐　
藤　
綾　
佳

主
事

中
軽
米
　
裕
　
子

建
設
係
長

伊
　
藤
　
健
　
児

■
議
会

事務局

事
務
局
長

中
軽
米　
昭　
彦

事
務
局
長
補
佐

村
　
上
　
郁
　
子

議
事
係
長

佐
々
木　
由
理
香

主
任

遠
　
藤
　
　
　
等

主
任

佐
々
木　
久　
禎

■
教
育
委
員
会

事　務　局
教育総務課

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
図
書
館

長

工　
藤　
久　
志

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
文
化
財
係
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
博
物
館
副
館
長
小
山
田　
美
恵
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

■
教
育
委
員
会

事　務　局
教育総務課

主
任

佐
々
木
　
　
　
瞳

主
事

佐
々
木　
亜
久
里

学
事
係
長

坂　
本　
　
　
譲

主
任

高　
橋　
美　
穂

文
化
財
係
主
任

畠
　
山
　
　
　
耕

事　務　局
教育指導課

課
長
兼
教
育
研
究
所
長

川
　
村
　
憲
　
弘

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
教
育
研
究
所
副
所
長
片　
方　
元　
昭

小・中学校

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

中
　
村
　
正
　
利

田
頭
小
学
校
主
任
用
務
員

関
　
　
　
た
え
子

平
笠
小
学
校
主
任
用
務
員

伊
　
藤
　
正
　
幸

平
舘
小
学
校
主
任
用
務
員【
再
任
用
】

荒
　
川
　
美
津
子

寺
田
小
学
校
主
任
用
務
員

元
　
村
　
和
　
明

安
代
小
学
校
主
任
用
務
員

遠
　
藤
　
浩
　
二

田
山
小
学
校
主
任
用
務
員

安　
保　
美
由
樹

西
根
中
学
校
主
任
用
務
員

佐
　
藤
　
　
　
智

西
根
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

松　
村　
一　
夫

松
尾
中
学
校
主
任
用
務
員

千
　
葉
　
　
　
正

安
代
中
学
校
主
任
用
務
員

高　
橋　
健
四
郎

西根地区学校
給食センター

係
長

村　
井　
伸　
地

主
任

小
山
田　
龍　
司

安代地区学校
給食センター

副
所
長

黒　
澤　
博　
範

図書館

主
任

畠　
山　
　
　
忠

■
選
挙
管
理
委
員
会

事務局

係
長

立　
柳　
俊　
一

■
監
査
委
員

事務局

事
務
局
長

高　
橋　
順　
子

主
任

安
　
藤
　
歌
南
子

■
農
業
委
員
会

事務局

事
務
局
長

畑
　
山
　
直
　
已

農
地
調
整
係
長

根
　
守
　
　
　
緑

主
任

高
　
橋
　
武
　
士

主
事

古　
川　
忠　
彦

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

建設課

課
長

関　
本　
英　
好

課
長
補
佐

藤　
村　
弘　
美

管
理
係
長

立　
柳　
　
　
明

主
任

伊　
藤　
孝　
治

主
任

山　
本　
和　
範

主
事

遠　
藤　
健　
太

技
師
補

伊　
藤　
友　
博

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員【
再
任

用
】

松
　
浦
　
末
　
男

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

中　
村　
健　
悦

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

荒　
井　
　
　
健

土
木
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

高　
橋　
和　
幸

主
任
技
師

佐
々
木　
　
　
誠

主
任

佐　
藤　
　
　
学

主
任

元　
木　
洋　
介

主
任
技
師

遠　
藤　
芳　
彦

技
師

村　
田　
康　
熙

建
築
係
長

竹　
田　
直　
也

主
事

関　
　
　
　
　
悠

技
師

工　
藤　
郁　
子

技
師
補

種　
市　
　
　
廉

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

工　
藤　
　
　
剛

主
任

岩
　
泉
　
園
　
子

主
事

澤　
口　
頼　
太

上下水道課

課
長
兼
布
設
工
事
監
督
者
兼
水
道
技
術
管
理

者

菅　
原　
浩　
人

課
長
補
佐
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

堀　
口　
武　
一

経
理
係
長

工　
藤　
裕　
志

主
事

澤　
口　
仁　
美

主
事

工　
藤　
俊　
太

主
事
補

高　
橋　
彩　
斗

主
事
補

羽　
沢　
　
　
望

維
持
管
理
係
長

羽　
澤　
　
　
貴

主
任

橋
　
本
　
光
　
幸

主
任

佐
々
木　
智　
彦

主
事

武　
田　
　
　
平

主
任
工
手

北　
口　
建　
人

工
手

松
　
尾
　
弘
　
樹

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

安代総合支所

市
民
福
祉
係
長
兼
田
山
支
所
市
民
係
長

瀧
　
澤
　
麻
　
紀

主
任

関
　
口
　
清
　
行

主
事

中
川
原　
文　
香

主
事

松　
尾　
隆　
希

総
合
支
所
長
補
佐
兼
土
木
林
業
係
長
兼
防
災

ダ
ム
管
理
所
副
所
長

目
　
時
　
浩
　
一

主
任

北
　
舘
　
修
　
吾

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

関
　
　
　
　
　
満

主
事（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）

立
　
柳
　
大
　
士

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

畠　
山　
和　
義

田山
支所
主
任

工
　
藤
　
能
　
久

安　代
診療所

所
長

遠　
藤　
芳　
夫

看
護
師
長

津　
島　
綾　
子

看
護
副
主
任

三　
浦　
百
合
子

事
務
局
長
補
佐
兼
事
務
係
長
兼
田
山
診
療
所

事
務
局
長
補
佐
兼
事
務
係
長

佐　
藤　
令　
子

田　山
診療所

所
長

佐
々
木　
一　
匡

看
護
副
主
任

佐　
藤　
慶　
子

看
護
副
主
任

田　
中　
美　
香

■
病
院
事
業

西根病院

統
括
院
長（
事
業
管
理
者
兼
務
）

望
　
月
　
　
　
泉

院
長

瀧　
山　
郁　
雄

副
院
長
兼
外
科
長

星　
川　
浩　
一

小
児
科
医
長

小　
田　
翔　
一

薬
剤
師

中
軽
米　
　
　
宰

薬
剤
師

松　
浦　
広　
大

主
任
診
療
放
射
線
技
師

工　
藤　
悦　
夫

診
療
放
射
線
技
師

工　
藤　
貴　
洋

臨
床
検
査
技
師

坂　
本　
杏　
子

臨
床
検
査
技
師

高　
村　
光　
一

理
学
療
法
士

吉　
田　
　
　
恭

理
学
療
法
士

柳　
本　
　
　
学

主
任
栄
養
士

田　
村　
順　
子

看
護
師
長

佐
々
木　
美　
幸

副
看
護
師
長

伊　
藤　
秀　
子

看
護
主
任

田　
村　
美
智
代

看
護
主
任

桜　
井　
友　
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

上　下
水道課

工
務
係
長

小　
林　
　
　
慎

主
事

小
田
島
　
　
　
敦

主
事
補

田　
村　
洋　
人

■
会
計

会計課

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

菅　
野　
美
津
子

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

高　
橋　
賢　
悦

主
任

西
　
田
　
光
　
吉

主
任

田　
村　
久　
子

審
査
係
長

齋　
藤　
美
保
子

主
事
補【
新
採
用
】

佐
　
藤
　
恭
　
兵

■
西
根
総
合
支
所

西根総合支所

総
合
支
所
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
渋　
谷　
栄　
光

総
合
支
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
西
根

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長

葛
　
西
　
美
羽
子

主
任
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
主
任【
再

任
用
】

佐
　
藤
　
文
　
城

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

高　
橋　
　
　
慶

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

工　
藤　
四
次
郎

市
民
福
祉
係
長

高
　
橋
　
由
　
泰

主
査（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

高
　
橋
　
　
　
浩

主
任

橋　
場　
　
　
忍

主
事

伊　
藤　
麻　
美

主
事

関　
口　
智
恵
里

主
事
補

田
　
村
　
真
　
央

西根地区
市民ｾﾝﾀｰ
主
事
補

畠　
山　
健　
汰

■
安
代
総
合
支
所

安代総合支所

総
合
支
所
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
支
配
人
兼
防

災
ダ
ム
管
理
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
局
長

兼
田
山
診
療
所
事
務
局
長

佐　
藤　
泰　
平

総
合
支
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
田
山

支
所
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
副
支
配
人
兼
索
道

主
任

阿
　
部
　
正
　
昭

主
任
兼
田
山
ス
キ
ー
場
主
任

畑　
　
　
　
　
肇

主
任
兼
田
山
ス
キ
ー
場
主
任

阿　
部　
正　
陽

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員
兼
田
山
ス

キ
ー
場
索
道
技
術
管
理
員

安　
保　
千　
博

▪
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

職　
　
名

氏　
　
名

税
務
課
長

工　
藤　
　
　
健

農
業
委
員
会
事
務
局
長

佐　
藤　
文　
城

西
根
総
合
支
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
西

根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長

佐　
藤　
由　
子

寄
木
保
育
所
長

大　
森　
玲　
子

柏
台
保
育
所
長

工　
藤　
節　
子

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査

中
軽
米　
　
　
悟

総
務
課
自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運

転
手
兼
主
任
作
業
員

松　
浦　
末　
男

寄
木
保
育
所
主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

荒　
川　
美
津
子

平
笠
小
学
校
主
任
用
務
員

熊　
谷　
睦　
子

安
代
総
合
支
所
長
補
佐
兼
土
木
林
業
係
長
兼
防

災
ダ
ム
管
理
所
副
所
長

米　
田　
直　
光

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長

高　
橋　
悦　
子

松
野
保
育
所
保
育
士

遠　
藤　
香　
織

議
会
事
務
局
主
任

工　
藤　
義　
昭

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課
主
任

村　
上　
輝　
身

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
指
導
課
長
兼
教
育
研

究
所
長

高　
畑　
嗣　
人

退
職
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

併
任
の
解
除（
３
月
31
日
付
、
名
護
市
か
ら
八
幡
平
市
へ
の
派
遣
期
間
終
了
）

職　
　
名

氏　
　
名

商
工
観
光
課
主
事

伊　
波　
寿
々
歌

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

■
農
業
委
員
会

事務局

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

立　
花　
　
　
浩

主
任

佐
々
木　
　
　
桂
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
西根病院（☎76-3111） 笹村整形外科（☎30-0035）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） 福永医院（☎35-3117）
東八幡平病院（☎78-2511） 小坂町診療所（☎29-5500）
平舘クリニック（☎74-3120） 長橋医院（☎23-7612）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
にしね眼科クリニック（☎70-2711） 大里医院（☎22-1251）

かづの厚生病院（☎23-2111）
本田医院（☎35-3002）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
スマイル薬局（☎75-2871） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
さいとう薬局（☎72-2130） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
白樺薬局（☎74-3363） 日本調剤薬局（☎30-1193）
大更調剤薬局（☎70-1320）
つぐみ薬局（☎76-2900）
みのり薬局（☎75-2333）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-６３５-１３０５
もりおかこども病院（こども） 019-６６２-５６５6
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

４月23日〜５月20日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

５月15日㈫
1３：００～16：００ 市役所本庁舎

※西根・安代両総合支所で
も対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
５月18日㈮
10：0０～15：００

年金相談（要予約） ５月10日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

※　人権相談は４月から予約制へ変更しました 市民課
（☎・内線1074 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎７6-３１１1）

血　　　液 第３水曜日　　　　　１４：００～
神　　　経 第３木曜日　　　　　１４：００～
糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　１0：0０～

安代診療所（☎７２-３１１５） 外　　　科 毎週木曜日　　　　　午前中
第１・３・５水曜日　午前中

※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （中　央） （医　大） （中　央） （医　大）

■博物館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）

■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（大更コミセ
ン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（大更コ
ミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（大更コミセ
ン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（田頭コミセ
ン）
■商工観光課＝八幡平樹海ラ
イン開通記念式　9：30開始

（松川ゲート）

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（中　央） （川久保） （医　大） （中　央） （日　赤）

■振替休日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（平舘コミセ
ン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（平舘コミセ
ン）

■憲法記念日
■市役所閉庁日
■商工観光課＝不動の滝まつ
り　9：30～15：00（桜松公園）

■みどりの日
■市役所閉庁日

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）福永医院▶
当番薬局（市内）スマイル薬
局、さいとう薬局・（鹿角）黒
沢薬局

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）黒沢薬局

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）長橋医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局・（鹿角）黒
沢薬局

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （川久保） （中　央） （医　大） （中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝子宮頸がん・
乳がん検診【受付】　13：30～
14：30（田山コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診、１歳
児健診【受付】　13：00～13：15

（市役所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶献血　9：30～
12：00（ 遠 忠 本 社 ）、14：00～
16：00（市役所多目的ホール棟）
▶３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：35（田山地区）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（松尾コミセ
ン）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（松尾コ
ミセン）

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （川久保） （中　央） （医　大） （中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール棟）
▶１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）

小児救急病院 小児救急病院
（こども／中　央） （医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■昭和の日
■市役所閉庁日
■選挙管理委員会＝市議会議
員選挙投票日　7：00～18：00

（市内各投票所）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）笹村整形外科▶当番薬
局（市内）あさひ薬局西根中学
校前店・（鹿角）ヘルシークラ
ブ厚生病院前薬局

小児救急病院 小児救急病院
（こども／医　大） （中　央）

■こどもの日
■市役所閉庁日
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■商工観光課＝八幡平さくら
まつり　10：00～14：30（県民
の森）　※６日まで

■市役所閉庁日
■図書館＝子ども図書館まつ
り　13：30～15：00

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）黒沢薬局

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）大里医院
▶当番薬局（市内）つぐみ薬
局・（鹿角）ファーマックスか
づの薬局

小児救急病院 小児救急病院
（こども／医　大） （中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）にしね眼科ク
リニック・（鹿角）かづの厚生
病院▶当番薬局（市内）みのり
薬局・（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院 小児救急病院
（こども／医　大） （医　大）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）本田医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局西根中学校
前店・（鹿角）ファーマックス
かづの薬局

28	

30	 6	

7	 13	

14	

8	

15	

4/23	 24	 25	 26	 27	

5/1	 2	 3	 4	 5	

9	 10	 11	 12	

16	 17	 18	 19	 20

29	
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表２　投票日当日（４月２9日）の投票区と投票所(※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。)
投票区 投　票　所 投票区 投　票　所 投票区 投　票　所
１ 大更コミセン ６ 平舘体育館 11 畑コミセン
２ 大更小学校体育館 ７ 寺田柔剣道場 12 安代総合支所
３ 旧東大更小学校体育館 ８ 松野小学校体育館 13 浅沢コミセン
４ 田頭コミセン ９ 寄木小学校体育館 14 田山スポーツ交流館
５ 平笠小学校体育館 10 旧柏台出張所 15 舘市コミセン

表１　期日前投票所と開設日(※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。)
期日前投票所 ４月23日㈪～25日㈬ ４月26日㈭～28日㈯
八幡平市役所 ○ ○
西根総合支所 ○ ○
安代総合支所 ○ ○
大更コミセン ○
田頭コミセン ○
平舘体育館 ○
寺田柔剣道場 ○
旧柏台出張所 ○

田山スポーツ交流館 ○

八
幡
平
市
議
会

      
議
員
選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
八
幡
平
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
・
開
票
が
、
４

月
29
日（
日
・
祝
）に
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
意
思
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
期
日

前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
で
投
票
が
で
き
る
人

　
平
成
12
年
４
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
本
年
１
月
21
日
以

前
か
ら
本
市
に
住
民
登
録
を
し
、

投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

■
転
出
を
考
え
て
い
る
人
へ

　
４
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
の
投

票
期
間
中
に
転
出
を
考
え
て
い
る

人
は
、
投
票
を
済
ま
せ
た
後
に
転

出
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
先

に
転
出
の
届
け
出
を
し
た
場
合
、

投
票
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
投
票
所
入
場
券
を
各
世
帯
へ
郵

送
し
ま
す
。
入
場
券
は
本
人
だ
け

が
使
え
ま
す
の
で
、
投
票
に
出
掛

け
る
際
は
、
自
分
の
入
場
券
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

い
ず
れ
か
の
期
日
前
投
票
所（
表

１
参
照
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
前
投
票
時
間　
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
不
在
者
投
票

　
病
院
や
介
護
老
人
保
健
施
設
な

ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
早

め
に
施
設
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票（
当
日
）

▼
投
票
日
時　
４
月
29
日（
日
・

祝
）の
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で

▼
投
票
場
所　
市
内
15
カ
所
の
各

投
票
所（
入
場
券
に
記
載
、
表
２

参
照
）

■
選
挙
バ
ス
の
運
行

　
投
票
日
前
日
か
ら
当
日
ま
で
の

４
月
28
・
29
日
の
両
日
、
無
料
の

選
挙
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
※
詳
し
く
は
４
月
１2
日
㈭
発
行

の
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
・
内
線
１
２
２
０
）

「投票所行き無料選挙バ
ス」をご利用ください

薬物・アルコール依存症 
うつ病者の家族向け教室

　県精神保健福祉センターでは、
❶家族のための薬物依存症教室❷
アルコール家族教室❸家族のため
のうつ病教室を開催します。
■内容　病気についての知識や対
応方法などの学習および家族同士
の分かち合い
■開催日時

調理師のスキルアップ 
調理技術技能評価試験

　(公社)調理技術技能センターで
は、平成30年度(前期)調理技術技能
評価試験(すし料理・中国料理・
給食用特殊料理)を実施します。
■試験日　▶学科　７月29日㈰
▶実技　７月29日㈰から８月18
日㈯までの間で同センターが別途
指定する日
■申請期限　５月７日㈪
■問い合わせ先　同センター（☎
03-3667-1867）

違法薬物・処方薬依存者 
SMARPPで回復支援

　県精神保健福祉センターでは、
薬物依存に悩んでいる人を対象
に、薬物依存症回復支援プログラ
ム「Ｓ

ス マ ー プ

ＭＡＲＰＰ」を開催します。
保健師、心理職、看護師など専門
のスタッフが対応します。
■内容　物質依存のメカニズムや
心身への影響などを学習し、対処
方法について共に考える
■開催日時　毎週火曜日の午後２
時から3時半まで　※調整相談可
■場所　県福祉総合相談センター
■申し込み・問い合わせ先　同セ
ンター（☎019-629-9617）

アマチュア無線技士の 
免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブで
は、第３級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開催します。
　受講後、修了試験に合格すると
免許を取得できます。
■日時　５月27日㈰の午前９時
から午後６時まで
■場所　西根地区市民センター
■申込期限　５月20日㈰
■受講料　大人 1２，７５０円
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

国税振替納付の口座確認 
残高不足で延滞税が加算

　国税の振替納付の人は、振替納
付日の前日までに預貯金残高をご
確認ください。
■振替納付日　▶所得税　４月
20日㈮▶消費税　4月25日㈬
■問い合わせ先　盛岡税務署（☎
019-622-6141）

夏休み期間を利用した 
海外研修参加者募集中

　（公財)国際青少年研修協会で
は、小学校３年生から高校３年生
までの海外研修交流事業参加者を
募集します。
■日程　７月26日㈭から８月16
日㈭まで　※コースにより日数は
異なります。
■研修国　サイパン・オーストラ
リア・シンガポール・カナダ・イ
ギリス・フィリピン・フィジー
■内容　ホームステイ・学校体
験・ボランティア・野外活動など
■応募期限　５月22日㈫
■事前説明会　5月19日㈯の午前
１０時からエル・ソーラ仙台（宮城
県仙台市）で開催　※予約不要
■問い合わせ先　同協会(☎ 03-
6417-9721）

いわて花巻から台湾へ 
6月まで直行便運航中

　いわて花巻空港から台湾桃
トウエン

園国
際空港までの定期チャーター便
を６月30日㈯まで、毎週２往復

（水・土曜日）運航しています。
■発着時間　▶午後５時50分花
巻発⇒８時50分台湾着▶午後０
時15分台湾発⇒４時50分花巻着
■航空券購入方法　タイガーエア
台湾Webサイトから購入
■問い合わせ先　県空港利用促進
協議会事務局（☎019-629-5914）

教室 開催日　※全日午後１時半から3時半まで

❶  4/26、5/31、6/28、7/26、8/30、9/27

❷  4/19、5/17、6/14、7/19、8/9、9/13

❸  5/10、6/7、7/12、8/2、9/6

■場所　県福祉総合相談センター
■申込期限　❶各開催日の前日❷
４月18日㈬❸５月３日(木・祝)　
■申し込み・問い合わせ先　同セ
ンター（☎019-629-9617）

社会全体で取り組む 
未成年者の飲酒防止

　成長過程にある未成年者の飲酒
は、脳の機能低下、肝臓などの臓器
障害やアルコール依存症になりや
すく、本人にとって身体的・精神
的に大きなリスクがあります。
　未成年者の飲酒防止について、
学校での教育だけでなく社会全体
で取り組みましょう。
■参照　国税庁ホームページ

昨年の衆議院議員選挙
期日前投票所に訪れた
投票者
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1083
保健のひろば

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1112

福祉タクシー助成券
30年度受け付け開始

　市は、重度の障がいがある在宅者に対し、タク
シー料金の一部を助成しています。
■対象者　身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ
判定、精神障害者保健福祉手帳１・２級を持って
いる人　※自動車税または軽自動車税の減免を受
けている場合は対象外です。
■助成内容　１枚600円のタクシー券を申請月か
ら年度末までの１カ月につき２枚、最大２４枚交付
■利用できるタクシー会社　らくらくケアタク
シー（乗車または降車が秋田県内の場合に限る）、
西根観光タクシー、平舘タクシー、福祉タクシー
こまどり、安代観光タクシー
■申請窓口　地域福祉課または
西根・安代両総合支所、田山支
所　※印鑑と上記手帳を持参し
てください。

　有料道路では、障がいがある人が運転または同
乗する場合に、事前に登録された自動車1台に対
して、5割の通行料金割引の制度があります。
■割引対象　①身体障害者手帳第１種、療育手帳

▶ＥＴＣを利用する場合は以下の書類を追加　❺
本人名義のＥＴＣカード❻登録車輌に装着された
ＥＴＣ車載器の管理番号が確認できるもの(ＥＴ
Ｃ車載器セットアップ申込書・証明書など)
■申請窓口　地域福祉課または西根・安代両総合
支所、田山支所

Ａ判定を持っている人が、運転または同乗すると
き②身体障害者手帳第２種を持っている人が運転
するとき
■登録に必要な書類　❶上記手帳❷自動車検査証
または軽自動車届出済証❸運転免許証（本人が運
転する場合）❹委任状（代理人による申請の場合）

有料道路通行料金割引制度

⑶
減
塩
の
強
い
味
方「
と
ろ
み
」

　
同
じ
調
味
料
の
量
で
も
、
汁
に
片

栗
粉
な
ど
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
と
、

具
材
に
味
が
絡
ん
で
、
し
っ
か
り
し

た
味
を
感
じ
ま
す
。

◎
カ
リ
ウ
ム
を
増
や
し
塩
分
を
排
出

　
野
菜
な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
分
）を
排
出
し

て
血
圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

⑴
季
節
の
野
菜
を
一
皿
プ
ラ
ス

⑵
果
物
を
毎
日
1
回
適
量
食
べ
る

◎
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

⑴
調
味
料
は
味
見
を
し
な
が
ら
追
加

⑵
加
工
食
品
の
取
り
過
ぎ
に
注
意

　
ち
く
わ
な
ど
の
練
り
製
品
や
ハ
ム

な
ど
の
加
工
食
品
に
は
、
塩
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

⑶
塩
は
、
混
ぜ
る
よ
り
表
面
に
さ
っ

と
ふ
り
か
け
る

⑷
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は
、
か
け
る

よ
り
つ
け
て
食
べ
る

⑸
味
が
濃
い
目
の
料
理
は「
食
べ
る

量
」と「
回
数
」に
気
を
つ
け
る

　
汁
物
は
器
を
小
さ
く
し
た
り
、
具

を
多
く
し
た
り
す
る
と
、
汁
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
体
に
入
る
塩
分
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
で
は
成
人
の
３
人
に
１
人
、

高
齢
者
の
３
人
に
２
人
が
高
血
圧
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
予

防
の
一
つ
に
は「
減
塩
」が
有
効
で
す
。

　
減
塩
食
は
お
い
し
く
な
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
の
工
夫

で
お
い
し
く
減
塩
が
で
き
、
料
理
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
ま
す
。

◎
調
理
に
ひ
と
工
夫

⑴
減
塩
の
強
い
味
方「
う
ま
味
」

　
昆
布
や
干
し
し
い
た
け
、
か
つ
お

節
や
煮
干
し
な
ど
で
し
っ
か
り
だ
し

を
取
っ
て
う
ま
味
を
き
か
せ
る
と
、

少
な
い
塩
分
で
も
お
い
し
く
い
た
だ

け
ま
す
。
だ
し
を
取
る
だ
け
で
な
く

具
材
と
し
て
使
え
ば
一
石
二
鳥
で
す
。

⑵
塩
味
以
外
の
味
を
プ
ラ
ス

　
酸
味
や
辛
味
な
ど
を
加
え
て
味
に

変
化
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
く
減
塩
し
て
高
血
圧
を
予
防
し
よ
う

❶
酸
味
…
酢
、
レ
モ
ン
、

ト
マ
ト
な
ど

❷
辛
味
…
わ
さ
び
、
か
ら

し
、根
シ
ョ
ウ
ガ
、カ
レ
ー

粉
、
こ
し
ょ
う
な
ど

❸
香
り
…
ニ
ン
ニ
ク
、
シ

ソ
、
ネ
ギ
、
ゴ
マ
、
ナ
ッ

ツ
な
ど

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数
項　　目 ２月 １月からの累計
人身事故 ２（１） ４（１）
物損事故 66（49） 131（113）
負 傷 者 ３（５） ４（５）
死 者 ０（０） ２（０）
飲酒運転 0（0） ０（１）
火 災 ０（１） ２（５）
救 急 125（112） 243（226）

（２月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
橋本　拓

ひ ろ む

夢（拓也・菜月／苗石田）
髙橋　奏

か な た

汰（圭貴・沙織／上野駄）
八幡　陽

は る と

橙（勝史・麗香／愛の山）
◎女の子
工藤　結

ゆ い か

花（大輔・知恵子／下町一区）
小細澤　侑

ゆ う か

香（俊・江里香／駅前一区）
髙橋　桜

さくら

（巧・朋美／下平笠）

　遠藤　貴幸　　／寺田
　片山　真理　　／盛岡市
　八幡　竹之　　／松尾
　中軽米　愛美　／青森県
　遠藤　拓也　　／下町三区
　中野渡　晶子　／下町三区
　竹田　良成　　／町組
　八戸　千恵　　／青森県
　山子澤　篤　　／松川
　広田　唯　　　／松川
　佐々木　直道　／両沼
　田村　亜衣　　／両沼

　田村　拓也　　／二戸市
　工藤　智江　　／薬師
　遠藤　大佑　　／帷子
　村上　まどか　／畑２区
　遠藤　秀喜　　／両沼
　成谷　佳子　　／久慈市

小松　恭逸　　　85歳　町組
藤本　梅子　　　89歳　寺田
工藤　與八　　　79歳　間羽松
竹田　喜美江　　87歳　渋川
松浦　仁三郎　　86歳　両沼
阿部　龍夫　　　84歳　畑２区
滝川　利一　　　64歳　寺田新田
安保　一人　　　81歳　田山上
伊藤　亮太郎　　84歳　帷子
佐々木　善藏　　101歳　両沼
工藤　繁雄　　　88歳　高宮
小野寺　健一　　67歳　北村
田村　進　　　　61歳　松久保
道尻　夏子　　　67歳　柏台二丁目
菊池　文子　　　86歳　南寄木

佐々木　ハル　　91歳　中松尾
伊藤　イソ　　　93歳　舘腰
髙橋　モト　　　99歳　上平笠
田中　タカ　　　83歳　小福田
松浦　キミエ　　82歳　堀切
佐々木　つるの　97歳　寄木新田
三田村　政光　　65歳　町組
角舘　ミヨ　　　98歳　折壁
佐藤　一郎　　　95歳　上寄木
伊藤　嘉志男　　89歳　中平笠
遠藤　冬音　　　20歳　上野駄
立柳　一男　　　66歳　上野駄
田村　ツル　　　79歳　時森
伊藤　石江　　　88歳　上平笠
東舘　等　　　　94歳　上寄木
中軽米　清三郎　94歳　寄木新田
田村　桃子　　　89歳　中松尾
石羽根　健一　　72歳　南寄木
中軽米　テウ　　94歳　寄木新田
伊藤　光雄　　　87歳　中松尾

■人口の動き【２月28日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,927（－33） 6,327（－４）
松尾地区 5,819（－９） 2,370（－11）
安代地区 ４，482（－６） 1,861（＋５）
合　　計 26,228（－48） 10,558（－10）
男　　性 12,653（－17）
女　　性 13,575（－31）

出生 11 死亡 40
転入 23 転出 42

健 や か に

お 幸 せ に

安らかに

（
（
（
（
（
（

（
（
（
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市
消
防
団
に
は
、
８
２
３
人（
３
月
１
日

現
在
）の
団
員
が
所
属
し
て
お
り
、
火
災
や

災
害
発
生
時
な
ど
の
非
常
時
は
も
と
よ
り
、

日
常
的
に
火
災
予
防
の
た
め
の
広
報
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
重
要
な
役
割

を
担
う「
消
防
団
員
」に
な
っ
て
、大
切
な
人

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て

消
防
団
を
応
援
す
る
お
店
募
集

　
市
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
軽

微
な
変
更
に
限
り
申
し
出
を
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
し
出
可
能
要
件　
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
10
条
に
定

め
る
軽
微
な
変
更（
変
更
に
係
る
土
地
面

積
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
な
い
用
途
区

分
の
変
更
な
ど
）

■
申
し
出
期
間　
５
月
１
日
㈫
か
ら
５

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

軽
微
な
変
更
を
受
け
付
け

松
尾
地
区
の
市
営
住
宅

入
居
者
を
随
時
募
集
し
ま
す

　
市
博
物
館
は
、
博
物
館
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
３
人

■
応
募
資
格　
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
住

所
を
有
し
、
健
康
で
博
物
館
の
運
営
に
興

味
の
あ
る
人

■
業
務
内
容　
協
議
会（
年
2
回
開
催
予

定
）に
お
い
て
、
博
物
館
の
管
理
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
意
見
を
報
告

■
任
期　
６
月
1
日
㈮
か
ら
平
成
32
年
５

月
31
日
ま
で
の
２
カ
年

■
報
酬　
市
の
日
額
報
酬
基
準
に
よ
る

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
で
、
氏
名
・
年

齢
・
住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
教
育
総
務
課
か
ら
申

込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
８
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
文
化

財
係（
☎
・
内
線
１
３
６
７
）

市
博
物
館
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
毎
年
４
月
１
日
お
よ
び
10
月
１

日
を
基
準
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
施
設

な
ど
の
使
用
世
帯
人
員
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
対
象
は
❶
農
業
集
落
排
水

❷
集
合
浄
化
槽
❸
自
家
水
・
組
合
水
道
水

を
排
水
し
て
い
る
公
共
下
水
道
の
使
用
世

帯
で
す
。

　
基
準
日
ま
で
の
使
用
料
算
定
人
数
と
基

準
日
に
お
け
る
住
民
登
録
人
数
が
異
な
る

世
帯
に
は
、
上
下
水
道
課
か
ら
確
認
の
案

内
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

使
用
人
数
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合

は
、
同
封
す
る
使
用
者
等
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
案
内
書
の
内
容
に
変
更

の
無
い
世
帯
は
提
出
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課
経
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
７
２
～
１
２
７
６
）

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

使
用
世
帯
の
人
員
を
調
査

　
フ
ー
ガ
の
広
場
を
使
用
す
る
際
の
申
請

先
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
商
工
会
か
ら
市
役

所
に
変
わ
り
ま
す
。

■
申
請
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、商
工
観
光

課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係（
☎
・
内
線
１
３
１
８
）

フ
ー
ガ
の
広
場
の

使
用
申
請
は
市
役
所
へ

　
市
は
、
松
尾
地
区
の
市
営
住
宅
入
居
者

を
随
時
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
随
時
募
集
の
た
め
、
先
着
順
に

書
類
審
査
を
行
い
決
定
。
空
き
住
戸
が
な

く
な
れ
ば
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
場
所
お
よ
び
提
出
先　

建
設
課

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
３)

　
経
済
産
業
省
で
は
、
従
業
員
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
調
査
日　
６
月
１
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
情
報
統
計
係

（
☎
・
内
線
１
２
４
１
）

製
造
事
業
所
を
対
象
に

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
県
で
は
、
５
月
３１
日
㈭
ま
で
山
火
事
防

止
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
山
火
事
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▼
強
風
や
空
気
の
乾
燥
時
は
、た
き
火
、火

入
れ
、野
焼
き
を
し
な
い
。▼
枯
れ
草
な
ど

が
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
、
野
焼
き
を

し
な
い
。
▼
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
消
火
す
る
。
▼
た
ば
こ
の
吸

い
殻
を
投
げ
捨
て
な
い
。
▼
森
林
の
周
囲

1
㌔
の
範
囲
で
の
火
入
れ
は
、
必
ず
市
の

許
可
を
受
け
る
。
▼
火
遊
び
は
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
８
）

山
火
事
防
止
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
市
は
、
平
成
31
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送（
必

市
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

　
春
先
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
季

節
で
す
。
ク
マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

入
山
時
や
農
作
業
時
は

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

職種 採用予定
人数 受験資格 試験日

会場

初級土木 1人
高校卒業以上（平成31年３月末までに卒業
見込みの人を含む）で、平成３年４月２日
（大学院を卒業または卒業見込みの人は、昭
和62年４月２日）以降に生まれた人 ６月28日㈭

市役所本庁舎

社会福祉士 1人
社会福祉士資格（平成31年３月末までに取
得見込みの人を含む）を有し、昭和62年４月
２日以降に生まれた人

看護師 若干名
看護師免許（平成31年３月末までに取得見
込みの人を含む）を有し、昭和62年４月２日
以降に生まれた人 ６月26日㈫

西根病院
作業療法士 1人

作業療法士免許（平成31年３月末までに取
得見込みを含む）を有し昭和62年４月２日
以降に生まれた人

着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。受
験
案
内
や
受
験

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
と
西
根
・

安
代
両
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　
４
月
12
日
㈭
か
ら
５
月
31
日
㈭

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課（
☎
・
内

線
１
２
３
１
）

▼
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
情
報
を
収
集

し
、危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。
▼
朝

夕
や
霧
が
出
て
い
る
時
の
入
山
は
避
け
、単

独
行
動
は
し
な
い
。
▼
鈴
、笛
、ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に
着
け
、人
の
存
在

を
知
ら
せ
る
。
▼
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を

見
つ
け
た
ら
引
き
返
す
。
▼
も
し
ク
マ
に

出
合
っ
た
ら
、慌
て
た
り
、騒
い
だ
り
し
て

ク
マ
を
刺
激
し
な
い
。
▼
逃
げ
る
際
は
、背

中
を
見
せ
な
い
。
ま
た
、
走
ら
ず
、ゆ
っ
く

り
後
退
す
る
。
▼
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い

た
め
、
野
山
に
生
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
。

　
ま
た
、
ク
マ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
と
し
て「
電
気
柵
」の
設
置
が
有
効
で

す
。鳥
獣
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
設
置

に
対
し
、
補
助
が
あ
り
ま
す
。
設
置
を
検

討
し
て
い
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
８
）

や
地
域
を
守
る
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
県
で
は
消
防
団
員
へ
の
割
り
引

き
や
優
待
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
消

防
団
を
応
援
す
る「
い
わ
て
消
防
団
応
援

の
店
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。事
業
者
の
皆

さ
ま
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係（
☎
・
内
線
１
２
６
６
）ま
た
は
県
総
合

防
災
室（
☎
０
１
９・６
２
９・５
１
５
１
）

月
31
日
㈭
ま
で

■
申
し
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
農
林

課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
13

４
１
）

登録店舗を利用する際に消
防団員カードを提示します

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市役所からのHOT LINE

2021 No.274 ◎2018．4.12



皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

Vol.47

子どもの読書週間が始まります

土偶キャラのポストカード発売

　５月３日（木・祝）に安代地区高畑の桜松神社境内
で開催される不動の滝まつり。桜松神社は古来より
多くの修験者の道場地として使用された由緒ある霊

５月３日は入館料無料です

場です。不動の滝は日
本の滝百選にも選ば
れ、高さ１５メートルか
ら流れ落ちるさまは圧
巻です。
　この不動の滝まつり
に合わせて、市博物館
の入館料（大人２００円）
が無料になります。
　不動の滝まつりにお
越しの際には、ぜひ博
物館にもお立ち寄りく
ださい。

４月23日から「こどもの読書週間」
　（公社）読書推進運動協議会では、４月
23日㈪から５月12日㈯まで「はじまる
よ！本のカーニバル」を標語に掲げ、こ
どもの読書週間を実施します。この機会
に親子で読書を楽しみましょう。

不動の滝まつりに訪れる人たち

◆子ども図書館まつりを開催
　楽しいお話会や本の交換会などを予定しています。
■日時　５月６日㈰の午後１時半から３時まで
◆ぬいぐるみお泊まり会の参加者を募集
　「ぬいぐるみお泊まり会」は、子どもたちの想像力を
育み、本や図書館に興味を持ってもらうためのイベン
トです。お気に入りのぬいぐるみを図書館で預かり、
ぬいぐるみが図書館で過ごす様子を撮影。子ども図書
館まつり当日に記念品（写真）と一緒にお返しします。
■応募人数　25人　※ぬいぐるみは４月２２日㈰まで
に図書館へ持ち込んでください。

　図書館では、読書を補助するリーディングルーペ
とリーディングトラッカーを導入しました。
　リーディングルーペは、細かい文字を２倍に拡大
して見やすくします。リーディングトラッカーは、

市博物館友の会がポストカードを発売

ポストカードは白、薄いグリーン、
ピンクの３種類です

クル）」で紹介した土
偶をキャラクター化
したもので、ほのぼ
のとした絵柄が好評
のポストカードで
す。１枚１００円で販
売しています。

見えにくい読みづらいをサポート

導入したリーディングルーペ（上）
とリーディングトラッカー（下）

読みたい行に色つき
のラインが引かれて
目立たせることで読
みやすくなります。
　そのほか、画面上
に書面を拡大する
大型の拡大読書器
を館内に設置して
いますので、使用を
希望する人はカウ
ンターへお越し下
さい。

　市博物館友の会では、３０年度の会員を募集します。
市に眠る歴史・文化をみんなで掘り起こしましょう。
■会員特典　入館料無料・行事情報の提供など
■入会金　一般2,000円、大学生1,000円
■活動内容　市内各種資料館での研修、博物館事業の補
助など

　市博物館友の会が制作した「じょうもんちゃん」ポ
ストカードを販売しています。
　企画展「おかえり松尾釜石環状列石（ストーンサー

2
月
24
・
25
日
に
行
わ
れ

た
丸
の
内
プ
ラ
チ
ナ

大
学
八
幡
平
分
校
に
参
加
し
ま

し
た
。
丸
の
内
プ
ラ
チ
ナ
大
学

は
、
東
京
丸
の
内
で
開
催
さ
れ

て
い
る
キ
ャ
リ
ア
講
座
。
そ
の

中
の「
ヨ
ソ
モ
ノ
街
お
こ
し
コ

ー
ス
」の
受
講
生
10
人
が
本
市

を
訪
れ
、
私
を
含
む
市
民
約
40

人
と
共
に
、
市
の
活
性
化
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た
教
育
グ
ル

ー
プ
で
は
、
平
舘
高
校

の
生
徒
減
少
の
課
題
解
決
に
向

け
、
地
元
か
ら
見
た
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
、
ヨ
ソ
モ
ノ
か
ら
見

た
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
ま
し

た
。そ
の
結
果「
平
舘
高
校
に
観

光
コ
ー
ス
を
設
立
し
、
観
光
企

業
研
修
や
中
国
語
な
ど
の
語
学

今月の担当
古屋 亮輔 さん

教
育
の
導
入
な
ど
、
観
光
と
教

育
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
を
育
成
し
よ
う
」と
い

う
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

参
加
者
と
話
を
す
る
中

で
、
八
幡
平
市
に
来
た

頃
に
感
じ
た「
当
た
り
前
の
風

景
や
暮
ら
し
が
素
晴
ら
し
い
」

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
私
は
八
幡
平
市
に
住
ん
で

ま
だ
1
年
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。

八
幡
平
市
の
風
習
や
文
化
だ
け

で
な
く
、
雪
や
気
候
に
も
い
つ

も
感
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
当
た
り
前
が
素
晴

ら
し
い
こ
と
を
忘
れ
ず
に
大
切

に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ヨソモノ目線と市民の意見を重
ねアイデアを磨く参加者たち

Vol.16

唱曲や女性三部合唱曲を練習。言葉を大切にしなが
ら、心を一つに美しいハーモニーを作り上げること
を目指しています。冬期間は、練習時間を昼に切り
替え、３月の松尾地区芸能発表会の練習をしなが
ら、新しい年度に向けて活動をつないでいます。
◎活動日・場所　
　４月から当面の間、第２・第４月曜日は午後６
時から大更コミュニティセンター、第１・第３・
第５月曜日は、午後６時半から松尾ふれあい文化
伝承館で練習しています。
◎最後に一言
　仕事や家庭の都合で出たり戻ったりはあります
が、会員数は１０人前後で推移しています。でも、合
唱団としてはぎりぎりの人数。指導者や伴奏者と
の出会いに感謝しながら、歌い終わった後の達成
感を私たちと一緒に味わってみませんか。
　歌うことの好きな人、大歓迎です！
■問い合わせ先　代表・髙橋愛子（☎76-3130）

コーラス白
し ら か ば

樺

◎結成何年目ですか？
　寄木小のPTA教養部の活動として発足し、今年
で３９年目です。
　当時教壇に立っていた先生にご指導いただきな
がら、学校の学習発表会や岩手紫波教育事務所管
内婦人音楽祭に参加していました。その後、PTA
の枠を外して松尾全村に呼び掛け、現在は松尾寄
木から８人、松尾から２人、大更から１人のメン

メンバー11人（３月31日現在）
代表者：髙橋 愛子＝南寄木＝

松尾地区芸能発表会で息の合っ
たコーラスを披露（３月3日）

バーで活動しています。
◎活動の内容は？
　練習は週１回２
時間程度です。
　春から秋の期間
は、市芸術祭や岩
手地区合唱祭に向
けて、女声二部合

22No.274 ◎2018．4.1223
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春
は
、
入
学
す
る
児
童
や
自
転
車
で
通

学
す
る
生
徒
が
増
え
る
季
節
で
す
。
自
動

車
の
運
転
免
許
を
取
得
し
た
ば
か
り
の
ド

ラ
イ
バ
ー
も
増
加
し
、
事
故
の
危
険
性
が

高
ま
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

４
月
６
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１０
日
間

「
よ
く
み
せ
て　
ち
い
さ
な
き
み
の　
お

お
き
な
て
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
運
動
は
次
の
項
目
を
重
点
に
取
り
組

み
ま
す
。

❶
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❷
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
毎
年
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
時

期
に
黄
色
い
羽
根
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
黄
色
い
羽
根
運
動
は
、
昭
和
30
年
５

月
に
岩
手
県
で
起
き
た
大
事
故
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　
北
上
市
内
の
国
道
の
橋
で
、
修
学
旅
行

か
ら
帰
る
途
中
の
児
童
を
乗
せ
た
バ
ス
が
、

運
転
を
誤
り
川
に
転
落
。
12
人
の
死
者
と

30
人
の
重
軽
傷
者
を
出
し
た
大
事
故
で
し

た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
願
い
を
込
め
、
手
軽
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
交
通
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
は
な
い
か
と

　
春
の
地
域
安
全
運
動
は
、
４
月
６
日
か

ら
１５
日
ま
で
の
１０
日
間「
な
く
そ
う
犯
罪　

ふ
や
そ
う
笑
顔　

み
ん
な
大
好
き
岩
手

県
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
運
動
は
次
の
項
目
を
重
点
に
取
り
組

み
ま
す
。

❶
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

❷
子
供
と
女
性
の
安
全
確
保

❸
鍵
掛
け
の
励
行

　
平
成
29
年
中
、
県
内
の
住
宅
に
侵
入
さ

れ
盗
難
被
害
に
あ
っ
た
１
３
１
件
の
う
ち
、

９１
件（
約
７
割
）は
鍵
を
掛
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
乗
り
物
の
盗
難
も

多
発
し
て
い
ま
す
。
鍵
を
掛
け
る
こ
と
は
、

犯
罪
を
誘
発
さ
せ
な
い
、
加
害
者
を
作
ら

な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
こ
こ
は

大
丈
夫
」と
油
断
せ
ず
、
自
宅
や
車
、
自
転

車
な
ど
の
鍵
掛
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
の
緑
が
芽
吹
き
始
め
る
春
は
、
山
菜

採
り
な
ど
の
登
山
者
が
増
え
、
遭
難
事
故

が
発
生
す
る
季
節
で
す
。

　
平
成
29
年
度
中
、
県
内
で
は
４９
人
が
遭

難
し
、
う
ち
１０
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

遭
難
者
の
う
ち
９
人
が
４
月
、
５
月
の
い

わ
ゆ
る
春
山
で
の
登
山
と
山
菜
採
り
が
目

的
で
、
う
ち
４
人
が
熊
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中（
４
月
29
日
か
ら
５
月
７
日
）は
、
登
山

１
人
と
山
菜
採
り
１
人
の
計
２
人
が
遭
難

し
て
い
ま
す
。

　
山
岳
遭
難
に
遭
わ
な
い
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❶
笛
、
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
熊
よ
け
装
備
の

携
行

❷
無
理
の
な
い
登
山
計
画

❸
携
帯
電
話
や
食
糧
、
雨
具
な
ど
の
携
帯

❹
気
象
情
報
を
事
前
に
確
認

❺
自
分
の
体
力
、
健
康
状
態
に
応
じ
た
行
動

❻
日
帰
り
登
山
で
は
日
が
暮
れ
る
前
に
下
山

❼
万
一
遭
難
し
た
ら
、
夜
間
の
行
動
は
控

え
翌
朝
ま
で
待
機

　
準
備
を
し
っ
か
り
し
て
、
春
山
登
山
や

山
菜
採
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

安全
花
や
山
菜
を
楽
し
む
季
節

山
岳
遭
難
に
は
ご
注
意
を

　
防
災
安
全
課
か
ら
地
域
安
全
と
消

防
防
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
今
月

号
か
ら
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

黄
色
い
羽
根
と
安
全
願
う

岩
手
県
発
祥
の
Ｐ
Ｒ
活
動

交 通

鍵
を
し
っ
か
り
掛
け
て

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

防 犯 考
え
付
い
た
の
が
黄
色
い
羽
根
で
し
た
。

そ
の
後
、
岩
手
県
発
祥
の
黄
色
い
羽
根
運

動
は
、
全
国
へ
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子供たちに黄色い羽根を配る交通安全母の会

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

◎
2
0
1
8
雫
石
ユ
ー
ス
ア
ル
ペ
ン
大
会

（
２
月
24
・
25
日
、
雫
石
ス
キ
ー
場
）

【
女
子
】▼
ス
ー
パ
ー
大
回
転
▽
Ｋ
１　
❷

遠
藤
り
の（
A
P
P
I
Jr
）

▼
回
転
▽
Ｋ
２　
❹
工
藤
瑞
歩（
安
代
中
）

◎
Ｔ
Ｖ
ｈ
杯
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
２
月
24
日
、

北
海
道
・
札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技

場
）

【
男
子
】　
❹
小
林
陵
侑（
土
屋
ホ
ー
ム
、
松

尾
中
卒
）❺
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ
ミ
ル

ク
、
松
尾
中
卒
）

◎
Ｈ
Ｂ
Ｃ
杯
ジ
ャ
ン
プ
競
技
会（
２
月
25

日
、北
海
道
・
札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
）

【
男
子
】　
❶
小
林
陵
侑
❷
小
林
潤
志
郎

【
女
子
】　
❷
小
林
諭ゆ

か果（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｉ
、
松
尾
中
卒
）

◎
第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技（
２
月
26
～
28
日
、
新
潟
県
・
妙

高
市
赤
倉
観
光
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
成
年
Ｂ　
❻
永
井

健
弘（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

◇
複
合
▽
成
年
Ｂ　
❸
永
井
陽
一（
松
尾
中

教
、
田
山
中
卒
）❹
永
井
健
弘

【
女
子
】
◇
距
離
▼
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成

年
Ａ　
❺
土
屋
正
恵（
日
大
、
安
代
中
卒
）

▼
５
㌔
×
４
リ
レ
ー　
❺
岩
手〔
滝
沢
日
菜

（
盛
岡
南
高
、安
代
中
卒
）、土
屋
正
恵
ほ
か
〕

◎
第
91
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
距
離
種
目（
３
月
2
～
５
日
、
長
野
県
・

野
沢
温
泉
村
南
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
）

【
女
子
】▼
５
㌔
フ
リ
ー　
❻
土
屋
正
恵

▼
15
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル　
❽
土
屋
正
恵

▼
５
㌔
×
３
リ
レ
ー　
❷
日
大（
土
屋
正
恵

ほ
か
）

◎
第
14
回
西
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

大
会（
３
月
３・４
日
、富
山
県
・
南
砺
市
上

平
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）

【
男
子
】▼
ス
プ
リ
ン
ト
4
・
5
㌔　

❷

八
幡
和
樹（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

▼
パ
シ
ュ
ー
ト
７
・
5
㌔　
❹
八
幡
和
樹

◎
下
倉
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
1
8
大
回
転
種

目（
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
下
倉
ス
キ
ー
場
）

◆
オ
ン
ヨ
ネ
カ
ッ
プ（
３
月
３
日
）

【
男
子
】▽
小
学
１
、２
年　
❸
八
幡
陸
斗

（
田
山
ＳＳ
）▽
小
学
3
、
４
年　
❶
瀬
川
拓

実（
松
尾
Jr
）▽
小
学
５
、６
年　
❷
中
軽
米

拓た
く
と人（
松
尾
Jr
）▽
中
学　
❸
渡
辺
帆ほ
た
か天（
松

尾
Jr
）

【
女
子
】▽
小
学
５
、６
年　
❶
安
保
瑞
希

（
松
尾
Jr
）❷
阿
部
美
莉
亜（
松
尾
Jr
）❸
戸

鎖
妃き

ら来（
柏
台
小
）▽
中
学　
❷
山
口
莉り

え永

（
松
尾
中
）　

◆
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
カ
ッ
プ（
３
月
17
日
）

【
男
子
】▽
小
学
1
、
２
年　
❸
髙
橋
柚
輝

（
松
尾
Jr
）
▽
小
学
3
、
４
年　
❶
瀬
川
拓

実
▽
小
学
５
、６
年　
❷
石
川
岳（
松
尾
Jr
）

▽
中
学　
❶
渡
辺
帆
天

【
女
子
】▽
小
学
3
、
４
年　
❷
藤
田
梨り

な愛

（
松
尾
Jr
）▽
小
学
５
、６
年　
❶
阿
部
美
莉

亜
❷
安
保
瑞
希
▽
中
学　
❷
山
口
莉
永

◆
ロ
シ
ニ
ョ
ー
ル
カ
ッ
プ（
３
月
18
日
）

【
男
子
】▽
小
学
3
、４
年　
❶
瀬
川
拓
実
▽

小
学
５
、６
年　
❶
渡
辺
悠
飛（
松
尾
Jr
）❷

中
軽
米
拓
人
▽
中
学　
❶
渡
辺
帆
天
❸
杣

澤
友
介（
松
尾
Jr
）

【
女
子
】▽
小
学
3
、
４
年　

❸
藤
田
梨

愛
▽
小
学
５
、６
年　

❶
安
保
瑞
希
❷

阿
部
美
莉
亜
▽
中
学　

❷
山
口
莉
永

◎
第
11
回
県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
大
会（
３
月

４
日
、
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
下
倉
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】▽
１
年　
❸
遠
藤
快か
い
と大（
松
尾
Jr
）

▽
３
年　
❶
安
保
翔
悟（
松
尾
Jr
）❷
佐
々

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

受
賞
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
２
０
１
７
年
度
い
わ
て
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー（
２
月
７
日
）

◇
優
良
企
業
表
彰
▼
経
営
革
新
部
門
▽
優

秀
賞　
清
水
川
養
鱒
場

◎
29
年
度
八
幡
平
市
教
育
振
興
推
進
大
会

（
２
月
24
日
）

◆
三
行
詩
表
彰

▼
協
議
会
長
賞　
伊
藤
壮
太（
寺
田
小
１
年
）

▼
金
賞
▽
小
学
低
学
年　
山
本
政
虎（
寄
木

２
年
）▽
小
学
高
学
年　
日
戸
楓か

の乃（
平
笠

４
年
）▽
中
学　
勝
又
愛
莉（
松
尾
２
年
）▽

高
校　
小
山
田
圭か

と

り
杜
莉（
平
舘
３
年
）▽
一

般　
本
堂
真
紀（
松
野
実
践
区
）

◆
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰　

◇
ス
ポ
ー
ツ
部
門【
個
人
】　
工
藤
琉り
ゅ
う
せ
い誠（

大

更
小
４
年
）、髙
橋
悠ゆ

ら愛（
平
舘
小
５
年
）、

伊
藤
光み
つ
き希（
寺
田
小
５
年
）、森
風ふ

き

こ
姫
子（
松

尾
中
２
年
）、成
田
健
太（
安
代
中
２
年
年
）、

佐
々
木
春
磨（
安
代
中
３
年
）、畠
山
夢
叶

（
安
代
中
３
年
）

【
団
体
】　
西
根
第
一
中
相
撲
部

◎
第
16
回
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
ふ
る
さ
と
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

◇
ト
リ
コ
の
鉄
道
・
バ
ス
部
門　
▼
優
秀

賞　
藤
江
拓

◎
第
10
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル（
３
月
１
日
）

▼
盛
岡
税
務
署
長
賞　
髙
橋
由
佳（
平
笠
小

６
年
）

◎
２
０
１
７
年
度
県
ス
ポ
ー
ツ
賞（
３
月
２

日
）

【
個
人
】小
林
潤
志
郎
、
小
林
陵
侑
、
永
井
秀

昭【
団
体
】国
体
ホ
ッ
ケ
ー
少
年
男
子〔
澤
柊
汰

（
不
来
方
高
、
松
尾
中
卒
）ほ
か
〕

◎
2
0
1
7
年
度
県
新
酒
鑑
評
会（
３
月
５

日
）

◇
県
酒
造
好
適
米
の
部
▼
全
農
県
本
部
長

賞
▽
吟
醸
酒　
わ
し
の
尾（
㈱
わ
し
の
尾
）

▼
金
賞　
㈱
わ
し
の
尾

◎
第
46
回
県
小
・
中
・
高
校
書
写
書
道
作

品
コ
ン
ク
ー
ル

▼
学
校
賞　
▽
中
学
校　
西
根
第
一　

◎
平
成
29
年
度
県
消
防
定
例
表
彰（
３
月
23

日
）

【
個
人
】
◇
消
防
庁
長
官
表
彰
▼
永
年
勤
続

功
労
章　
菊
池
賢
一（
本
部
）、
羽
沢
憲
英

（
本
部
）

◇
県
知
事
表
彰
▼
功
績
章　
古
川
勝
弥（
第

14
分
団
）、澤
口
勝
美（
第
１
分
団
）、八
角
眞

光（
第
10
分
団
）、髙
橋
正
吉（
第
15
分
団
）、

佐
々
木
晃（
第
27
分
団
）、斎
藤
啓
志（
第
32

分
団
）

◇
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
▼
精
績
章　

吉
田
一（
本
部
）

▼
勤
続
章　
伊
藤
諭
一（
第
12
分
団
）、津

島
左
智
幸（
第
27
分
団
）、米
川
明
彦（
第
33

分
団
）、澤
口
勝
美（
第
１
分
団
）、伊
藤
智
光

（
第
６
分
団
）、古
川
光
栄（
第
14
分
団
）、高

橋
直
人（
第
20
分
団
）、高
橋
和
弘（
第
20
分

団
）、日
戸
久（
第
4
分
団
）、渡
辺
智
義（
第

10
分
団
）、畠
山
守（
第
13
分
団
）

◇
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
▼
功
労
章　
松

村
敏
幸（
第
２
分
団
）、田
村
正
仁（
第
３
分

団
）、鈴
木
和
由（
第
４
分
団
）

▼
功
績
章　
伊
藤
久
男（
第
７
分
団
）、松

浦
誠（
第
10
分
団
）、立
花
保
仁（
ラ
ッ
パ
隊
）

▼
婦
人
消
防
協
力
隊
員
表
彰　

外
山
福

子（
第
４
分
隊
長
）、高
橋
幸
子（
第
17
分
隊

長
）、荒
川
淳
子（
第
31
分
隊
長
）

【
団
体
】◇
消
防
庁
消
防
団
等
表
彰
▼
消
防

団
等
地
域
活
動
表
彰　
市
消
防
団

◇
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
▼
優
良
消
防

団
竿
頭
綬　
市
消
防
団

【
お
わ
び
と
訂
正
】　

　

前
号
21
㌻
に
掲
載
の「
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
」女
子
・
距
離（
５

㌔×

４
リ
レ
ー
）の
順
位
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

（
誤
）❶
盛
岡
南
→（
正
）❿
盛
岡
南

木
知ち
ひ
ろ洋（

松
尾
Jr
）❸
八
幡
瑞
希（
田
山
ＳＳ
）

▽
５
年　
❶
中
軽
米
拓
人
❷
和
井
内
海み
な
ぎ凪

（
田
山
ＳＳ
）❸
工
藤
琉る
か翔（

田
山
ＳＳ
）

【
女
子
】▽
３
年　
❸
八
幡
紀き

ほ穂（
田
山
ＳＳ
）

▽
５
年　
❷
阿
部
美
莉
亜
▽
６
年　
❷
遠

藤
り
の

◎
第
89
回
宮
様
ス
キ
ー
大
会
国
際
競
技
会

（
３
月
９
～
11
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
宮
の

森
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ほ
か
）

【
女
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル　

❺
小
林
諭
果

▼
ラ
ー
ジ
ヒ
ル　
❷
小
林
諭
果

◎
第
96
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
距

離
種
目（
３
月
13
～
16
日
、
北
海
道
・
札
幌

市
白
旗
山
距
離
競
技
場
）

【
女
子
】▼
５
㌔
フ
リ
ー　
❺
土
屋
正
恵

▼
10
㌔
複
合　
❷
土
屋
正
恵

▼
30
㌔
フ
リ
ー　
❹
土
屋
正
恵

◎
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合（
３
月
18
日
、
北
海

道
・
名
寄
市
ピ
ヤ
シ
リ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）

【
女
子
】　
❽
工
藤
稀ま
り
ん凜（
花
輪
高
、
安
代
中

卒
）

◎
全
国
高
校
選
抜
大
会（
３
月
18
日
、
高
知

県
・
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園
相
撲
場
ほ

か
）

◆
相
撲【
個
人
】▼
1
0
0
㌔
級　
❸
松
浦

和か
ず
あ
き啓（
平
舘
）

◆
ス
キ
ー【
男
子
】▼
ス
ー
パ
ー
大
回
転　

❼
下
川
原
涼
太（
平
舘
）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

３月１日で100歳を迎えられました
遠藤治左エ門さん＝中村＝いつま
でもお元気で（２日、自宅）

福祉のためにと「歌謡と踊りの祭典」
の募金123,775円を手渡す清水田ノブ
実行委員長（中央）（３月22日、市役所）

田村市長へ市空家等対策計画策定を報告する齋藤会長（左）

空家等対策計画を策定
第４回八幡平市空家等対策協議会

　第４回八幡平市空家等対策協議会は２月22日、市
役所で開かれ、齋藤俊二会長が市空家等対策計画の
策定を田村正彦市長に報告しました。
　田村市長や学識経験者、公募で選ばれた市民で構
成される同協議会は、空き家などに関する対策を総
合的かつ計画的に実施するための協議を重ねてき
ました。
　市空家等対策計画（概要版）は、４月中に全戸配布
するほか、広報はちまんたい５月号で紹介します。

地域で育てる豊かな心
平成29年度市教育振興運動推進大会

　29年度市教育振興運動推進大会は２月24日、西根
地区市民センターで開かれ、約３００人が出席しました。
　始めに、平笠実践区が「地域が守り育てるおらほの
子ども」と題し、郷土の伝統行事などを発表。続い
て、柏台実践区や平舘高校家庭クラブが活動内容を
紹介したほか、文部科学省コミュニティ・スクール
マイスターの野澤令

よ し て る

照氏が「地域とともにある学校
づくり」と題し、講演しました。同大会では「三行詩」
や「スポーツ部門」の表彰も行われました。【関連25㌻】 平笠実践区の発表で田植え踊りを披露した保存会の皆さん

そば粉の郷土料理学ぶ
市アグリプロダクション（４Ｈクラブ）農産加工研修

　農家の青年が所属する市アグリプロダクション
（４Ｈクラブ）の農産加工研修は２月27日、畑コミュ
ニティセンターで開かれました。
　当日は、部員ら４人が参加。〝食の匠

たくみ

〟の関節子さ
ん＝赤坂田＝が講師を務め、部員が生産したそば粉
を使った郷土料理「そばかゆもち」を作り、昔ながら
の味を堪能しました。参加者の八幡有

ゆ う き

城さんは「味付
けや調理法で、いろいろなバリエーションを楽しめ
る」と、そば粉の可能性を感じていました。関さん（右）指導の下、さまざまな調理法を学ぶ参加者

安代地区スノーバスターズの活動
が評価され安代中が「小さな親切」
実行章を受章（3月12日、同校）

観光交流で地域活性化
八幡平松尾地区観光交流振興事業シンポジウム

　八幡平松尾地区観光交流振興事業シンポジウム(同
地区農泊推進協議会主催）は３月2日、八幡平ハイツで
開かれ、観光によるまちおこしについて学びました。
　シンポジウムには関係者約50人が出席し、講演や先
進地の事例を傾聴。オーストラリアでのスキー旅行営
業やインバウンド誘客の先進地である長野県白馬村視
察などを報告した同協議会の澤口毅彦副代表は「空き
家の利活用や農業体験システムをつくり、先進地と営
業ツールを連携したい」と意気込みを示しました。澤口副代表の報告に地域活性化を期待する参加者

入隊予定者の６人を家族や関係者
で激励しました（３月11日、市自
衛隊入隊(校)予定者激例会）

地域の交通安全に尽力
交通栄誉章緑十字銀章受章

　交通安全国民運動中央大会は１月19日、東京都文
京区の文京シビックホールで開催され、八重樫俊則
さん（71）が交通栄誉章緑十字銀章を受章しました。
　現在、市交通指導隊西根地区副隊長を務める八重
樫さんは、平成２年に入隊。児童生徒への街頭指導
や交通安全教室の実施、飲食店訪問による飲酒運転
撲滅運動など、日ごろの功績が認められました。八
重樫さんは「これからも地道に活動を続け、交通安全
に貢献していきたい」と決意を新たにしました。田村正彦市長に受章報告に訪れた八重樫さん（２月27日）

同センターに社名プレートを取り付ける髙橋代表

キャンプから続々起業
あぷりしえいと合同会社企業立地協定書調印式

　あぷりしえいと合同会社（髙橋知
とものり

憲代表社員）と市
は３月１9日、西根総合支所３階の市起業家支援セン
ターで企業立地に関する協定書を取り交わしました。
　髙橋代表は第３回スパルタキャンプ修了生で、同
キャンプの運営やアシスタント講師として活動。「IT
を通じて地域の活性化を図っていきたい」と思いを
描き、同社を設立しました。同社は最初の仕事で、
市の温泉利用統計システムの開発を受注。地域に根
ざした業務に当たっています。

市消防団第２４分団に小型動力ポン
プ付積載車が引き渡されました
（３月14日、市役所庁舎前）
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▽
キ
ラ
リ
輝
人
の
二
人
を
取
材
中
、伝
統

工
芸
士
に
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
１
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

が
、お
わ
び
の
意
味
も
込
め
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
２９
年
２
月
２５
日
、
ご
本
人
を
含

め
５
人
の
市
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
修
了
生
は（
一
財
）伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
協
会
が
実
施
す
る
審
査
に
合

格
し
、伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
藤
森　
由
美
子
さ
ん
＝
荒
屋
新
町
＝

・
冨
士
原　
智
子
さ
ん
＝
畑
１
区
＝

・
坂
根　
雄
心
さ
ん
＝
盛
岡
市
＝

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、八
幡
平
国
立

公
園
へ
の
道
路
が
開
通
し
て
、雪
の
回
廊

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
季
節
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
の
雪
壁
の
高
さ
は
最
大
７・５

㍍
。今
年
は
そ
の
高
さ
を
超
え
る
で
し
ょ

う
か
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。�

竜○
○

▽
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
修
了
生
が
続
々

と
起
業
し
、今
号
に
掲
載
し
た
髙
橋
さ
ん

で
３
社
目
。専
門
的
な
こ
と
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
る「
食
べ
ロ

グ
」み
た
い
な
ア
プ
リ
が
開
発
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
よ
う
で
す
。先
月

は
応
募
の
競
争
倍
率
が
12
倍
超
の
人
気

に
。今
後
、ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
て

い
く
の
か
楽
し
み
が
膨
ら
み
ま
す
。�

○
多○
○

●57

青
年
卓
越
技
能
章
を
励
み
に
安
比
塗
の
技
を
磨
く

　
「
受
章
は
う
れ
し
い
気
持
ち
と
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
」と
振

り
返
る
の
は
、
昨
年
の
11
月
15
日
に

青
年
卓
越
技
能
章
を
受
章
し
た
工
藤

理
沙
さ
ん
と
八
幡
理
恵
子
さ
ん
。

　

愛
知
県
の
大
学
で
初
め
て
漆
を

扱
っ
た
工
藤
さ
ん
は
、
温
度
や
湿
度

な
ど
で
仕
上
が
り
が
変
化
す
る
漆
器

制
作
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
市
漆

工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研
さ
ん
を

積
み
、
安
比
塗
漆
器
工
房
で
塗
師
と

し
て
従
事
。
青
年
卓
越
技
能
者
の
審

査
で
、
特
に
難
し
い
と
い
わ
れ
る
本

朱
の
上
塗
技
術
に
優
れ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
現

役
で
活
躍
す
る
70
代
の
卓
越
技
能
者

の
姿
が
格
好
よ
く
見
え「
私
も
ま
だ

ま
だ
上
を
目
指
し
た
い
」と
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
す
。

　
短
大
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、
同
セ

ン
タ
ー
で
初
め
て
漆
を
扱
っ
た
八
幡

さ
ん
は「
漆
で
造
形
す
る
作
業
が
面

白
く
、
も
っ
と
こ
こ
で
技
術
を
学
び

た
い
」
と
、
塗
師
を
志
し
ま
し
た
。

石
こ
う
・
粘
土
乾
漆
の
技
法
が
評
価

さ
れ
青
年
卓
越
技
能
章
を
受
章
し
ま

し
た
。「
冨
士
原
文
隆
先
生（
元
同
セ

ン
タ
ー
副
所
長
）や
研
修
生
、
家
族
の

支
え
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
実
力
を
付
け
、
皆
さ
ん
に
認

め
て
頂
け
る
も
の
を
作
り
た
い
」と

意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

「安比塗My first椀展」で実演する
工藤さん（29年２月９日、奈良市）

漆器の中
なかぬ り

塗工程を研修生に指
導する八幡さん（右）

２９
年
度
県
青
年
卓
越
技
能
章
受
章

工
藤 

理
沙 
さ
ん（
右
）

く
ど
う・り
さ 

38
歳 

＝
曲
田
横
間
＝

　奈良県出身の工藤理沙さんは、市漆工技術研究セ
ンターで研修を受け、助手を務めた後、平成18年４月
から安比塗漆器工房で漆器制作・販売に携わる。昨
年、安比塗企業組合を設立し、代表理事を務める。
　二戸市浄法寺町出身の八幡理恵子さんは、市漆工
技術研究センターで研修を受け、18年４月から同セン
ターで助手を務める。30年４月からは技師として研修
生の指導に当たる。

八
幡 

理
恵
子 

さ
ん

や
は
た・り
え
こ 

34
歳 

＝
苗
石
田
＝

昨年撮影した雪の回廊


